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Ｇ１－０１ 

 

目 白 大 学 学 則 
 

第１章 総 則 

 

（目 的） 

第１条 目白大学（以下「本学」という。）は、教育基本法及び建学の精神に基づき、創造的な知性

と豊かな人間性及び応用的諸能力をそなえ、わが国の発展、国際社会の平和と福祉に貢献する主

体性のある人材の育成を目的とする。 

 

（自己評価等） 

第２条 本学は、その教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成するため、本

学における教育研究活動等の状況について自己点検及び評価を行うものとする。 

２ 前項の点検及び評価の項目並びに実施体制については、別に定める。 

 

第２章 組 織 

 

（学部・学科） 

第３条 本学の新宿キャンパスに心理学部、人間学部、社会学部、メディア学部、経営学部及び外

国語学部を、さいたま岩槻キャンパスに保健医療学部及び看護学部をそれぞれ置く。 

２ 前項の各学部に置く学科並びに入学定員、編入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

学 部 学 科 入学定員 
３年次 

編入学定員 
収容定員 

心理学部 心理ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ学科 １２５名 ― ５００名 

人間学部 

人間福祉学科 

子ども学科 

児童教育学科 

１００名 

１４０名 

 ５０名 

１０名 

１０名 

― 

４２０名 

５８０名 

２００名 

社会学部 
社会情報学科 

地域社会学科 

１２０名 

 ８０名 

 ５名 

 ５名 

４９０名 

３３０名 

メディア学部 メディア学科 １４０名 ― ５６０名 

経営学部 経営学科 １３０名  ５名 ５３０名 

外国語学部 

英米語学科 

中国語学科 

韓国語学科 

日本語・日本語教育学科 

 ８０名 

 ４０名 

 ６０名 

 ４０名 

 ５名 

― 

― 

― 

３３０名 

１６０名 

２４０名 

１６０名 

保健医療学部 

理学療法学科 

作業療法学科 

言語聴覚学科 

 ８５名 

 ６０名 

 ４０名 

― 

― 

― 

３４０名 

２４０名 

１６０名 

看護学部 看護学科  １０５名 ― ４２０名 

３ 各学部に関する規程は、別に定める。 

 

（学科の人材養成に係る目的） 

第３条の２ 前条に定める各学科の人材養成に係る目的は次の各号のとおりとする。 

（１）心理カウンセリング学科は、多様化した現代社会において、心理学の知識や技術を活かし

て、広く心理社会的課題の解決に貢献できる人材を養成する。 

（２）人間福祉学科は、社会福祉の理論に加え、現場実習を通じて、高度な専門技術・知識及び

福祉への熱意を持った人材を養成する。 

（３）子ども学科は、保育に関する専門的知識・技術を習得するとともに、それを支える豊かな

人間性を有し、子どもの保育及び子育て家庭に対する支援を実践できる人材を養成する。 
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（４）児童教育学科は、児童理解の理論に加え、臨床的な学習の重視により、児童の育成・支援

に関わる高い実践力をもった人材を養成する。 

（５）社会情報学科は、社会・生活諸領域に関する知識・技能を用いて、生活者の視点で社会的

課題を解決し、社会及び生活の質的向上に向けて豊かな価値を創造できる人材を養成する。 

（６）地域社会学科は、地域社会にある多様な課題を発見し、それらを解決に導く知識及び調査

研究の技法を持ち、主体的な行動ができる人材を養成する。 

（７）メディア学科は、現代社会におけるメディアの重要性を認識し、メディアに関する知識・

活用能力を用いて社会の諸問題の解決に寄与しうる人材を養成する。 

（８）経営学科は、経営管理、マーケティング及び会計学の分野における諸問題の発見能力とそ

の解決能力を有する人材を養成する。 

（９）英米語学科は、実用的英語運用能力を有し、同時に国際的諸問題に広い視野で対応できる

人材を養成する。 

（10）中国語学科は、実用的中国語運用能力を有し、同時に国際的諸問題に広い視野で対応でき

る人材を養成する。 

（11）韓国語学科は、実用的韓国語運用能力を有し、同時に国際的諸問題に広い視野で対応でき

る人材を養成する。 

（12）日本語・日本語教育学科は、外国語としての日本語の視座から日本語を教授する技術・知

識を有し、同時に国際的諸問題に広い視野で対応できる人材を養成する。 

（13）理学療法学科は、身体に障害のある人や障害の発生が予測される人に対して、基本動作能

力の回復や維持、及び障害の悪化の予防を目的に、自立した日常生活が送れるよう支援する

人材を養成する。 

（14）作業療法学科は、生活機能に障害を持つ人に対し、諸機能の回復、維持又は開発を促す作

業活動を用いて治療及び援助を行う人材を養成する。 

（15）言語聴覚学科は、ことばや聞こえ、摂食嚥下に障害のある人が豊かな生活が送れるよう、

障害状態の評価並びに訓練及び指導などにより適切に支援できる人材を養成する。 

（16）看護学科は、多様な健康ニーズに対応するため、科学的思考、協調性及び確実な技術を身

につけ、新しい時代の医療を創造できる人材を養成する。 

 

（大学院） 

第３条の３ 本学に、大学院を置く。 

２ 大学院に関する規程は、別に定める。 

 

（卒業認定・学位授与等の方針） 

第３条の４ 本学は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の

方針（カリキュラム・ポリシー）及び入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）を定め

る。 

２ 前項の方針に関する事項は、別に定める。 

 

（図書館） 

第４条 本学の各キャンパスに、図書館を置く。 

２ 図書館に関する規則は、別に定める。 

 

（附属施設） 

第５条 本学の新宿キャンパスに、地域連携・研究推進センター、心理カウンセリングセンター及

び高等教育研究所を、さいたま岩槻キャンパスに、地域連携・研究推進センター分室を置く。 

２ 地域連携・研究推進センター（分室を含む。）、心理カウンセリングセンター及び高等教育研究

所に関する規則は、別に定める。 

 

第３章 教職員組織及び事務局 

 

（教職員組織） 

第６条 本学に次の教職員を置く。 
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 学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、その他必要な職員 

２ 前項に規定するもののほか、学長の職務を補佐するため、副学長を置くことができる。 

 

（事務局） 

第７条 本学に、事務局を置く。 

２ 事務局に関する規則は、別に定める。 

 

第４章 大学運営評議会・学部長等会議及び教授会 

 

（大学運営評議会・学部長等会議及び教授会） 

第８条 本学に、重要な事項を審議するため、大学運営評議会、学部長等会議及び教授会を

置く。 

２ 大学運営評議会、学部長等会議及び教授会に関する規則は、別に定める。 

 

第５章 学年・学期及び休業日 

 

（学 年） 

第９条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

（学 期） 

第１０条 学年を春学期と秋学期の２学期に分け、期間については、当該年度の学年暦にお

いて定める。 

 

（休業日） 

第１１条 休業日は、次のとおりとする。 

（１）日曜日 

（２）国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

（３）学園創立記念日 １１月 １１日 

（４）夏季休業、冬季休業、春季休業は当該年度の学年暦において定める。 

２ 教育上必要がある場合、学長は前項の休業日を臨時に変更することができる。 

３ 第１項に定めるもののほか、学長は臨時の休業日を定めることができる。 

４ 教育上必要がある場合、学長は第１項各号に定める休業日を、授業日とすることができる。 

 

第６章 学部通則 

 

（修業年限及び在学年限） 

第１２条 学部の修業年限は４年とする。 

２ 学生は、６年を超えて在学することはできない。ただし、編入学、再入学又は転入学により入

学した学生は、入学後の修業年限の２倍に相当する年限を超えることはできない。 

 

（入学の時期） 

第１３条 入学の時期は、学期の始めとする。 

 

（入学資格） 

第１４条 本学に入学することができる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

（１）高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

（２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相

当する学校教育を修了した者を含む。） 

（３）外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科

学大臣の指定したもの 

（４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者 
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（５）専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以降

に修了した者 

（６）文部科学大臣の指定した者 

（７）高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程に

よる大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

（８）学校教育法第９０条第２項の規定により大学に入学した者であって、本学における教育を

受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

（９）本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、１８歳に達したもの 

 

（入学の出願） 

第１５条 本学に入学を志願する者は、本学所定の書類に検定料を添えて願い出なければならない。 

２ 出願の時期・方法・書類等については、募集要項等に定める。 

 

（入学者の選抜） 

第１６条 前条の入学志願者については、所定の選考の後、教授会の議を経て、学長が合格を決定

する。 

 

（入学手続き及び入学許可） 

第１７条 前条の選抜の結果に基づき、合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、誓約書その

他所定の書類を提出するとともに、所定の入学金等を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

 

（編入学・再入学・転入学及び学士入学）  

第１８条  次の各号の一に該当し、本学の２・３年次に編入学を志願する者には、選考の上、教授

会の議を経て、学長が入学を許可する。 

（１）短期大学又は高等専門学校を卒業した者 

（２）大学入学資格を有し、学校教育法第１３２条に規定する専修学校の専門課程を修了した 

者 

（３）大学に２年以上在学し、６２単位以上修得した者 

（４）外国において学校教育における１４年の課程を修了した者 

２ 編入学に関する事項は、別に定める。 

３ 大学を卒業した者又は退学した者で、本学に再入学・転入学又は学士入学を志願する者がある

ときは、欠員のある場合に限り選考の上、教授会の議を経て、学長が相当年次に入学を許可する。 

４ 再入学・転入学・学士入学に関する規程は、別に定める。 

 

（転学科） 

第１８条の２ 同一学部内又は他学部の学科に転籍を希望する者があるときは、選考の上、教授会

の議を経て、学長が許可する。 

２ 転学科に関する規程は、別に定める。 

 

（休 学） 

第１９条 疾病その他やむを得ない事情により、休学願を提出した者については、教授会の議を経

て、学長が休学を許可する。 

２ 疾病その他やむを得ない事情により、修学することが適当でないと認められる者については、

教授会の議を経て、学長は休学を命ずることができる。 

３ 疾病等を事由とする休学願には、医師の診断書を添えなければならない。 

 

（休学期間） 

第２０条 休学期間は、学期又は連続する２学期を単位とし、１年以内とする。ただし、特別の事

由がある場合は、引き続き１年を限度として延長を認めることができる。 
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２ 休学期間は、通算して２年を超えることができない。 

３ 休学期間は、第１２条第２項の在学期間に算入しない。 

 

（復 学） 

第２１条 休学期間中にその事由が消滅し、復学願を提出した者については、教授会の議を経て、

学長が復学を許可する。 

２  ただし、休学者は学期の初めでなければ復学することができない。 

 

（退 学） 

第２２条 退学願を提出した者については、教授会の議を経て、学長が退学を許可する。 

 

（除 籍） 

第２３条 次の各号の一に該当する者は、教授会の議を経て、学長が除籍する。 

（１）第１２条第２項に定める在学期間を超えた者 

（２）第２０条第２項に定める休学期間を超えてなお復学できない者 

（３）授業料等の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

（４）長期間にわたり行方不明の者 

 

第７章 教育課程・履修方法等 

 

（授業科目） 

第２４条 心理学部は、授業科目を共通科目及び専門教育科目に区分する。 

２ 人間学部は、授業科目を共通科目、専門教育科目及び教職に関する科目に区分する。 

３ 社会学部は、授業科目を共通科目、専門教育科目及び教職に関する科目に区分する。 

４ メディア学部は、授業科目を共通科目及び専門教育科目に区分する。 

５ 経営学部は、授業科目を共通科目及び専門教育科目に区分する。 

６ 外国語学部は、授業科目を共通科目、専門教育科目及び教職に関する科目に区分する。 

７ 保健医療学部は、授業科目を共通科目及び専門教育科目に区分する。 

８ 看護学部は、授業科目を共通科目及び専門教育科目に区分する。 

９ 各学部の共通科目の履修方法及び単位数については別表第１、各学部の専門教育科目及び教職

に関する科目の履修方法及び単位数については、心理学部は別表第２、人間学部は別表第３、社

会学部は別表第４、メディア学部は別表第５、経営学部は別表第６、外国語学部は別表第７、保

健医療学部は別表第８、看護学部は別表第９のとおりとする。 

１０ 学生の履修科目登録単位数の上限については、別に定める。 

 

（副専攻） 

第２４条の２ 特定の分野または課題の授業科目で構成する副専攻を設置し、その学習成果を認定

することができる。 

２ 副専攻に関して必要な事項は別に定める。 

 

（授業期間） 

第２５条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、３５週にわたることを原則とす

る。 

 

（授業の方法及び単位数の計算方法） 

第２６条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用によ

り行うものとする。 

２ 教育上有益と認める場合には、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を多様な

メディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 前項の授業の方法により修得する単位数は、卒業の要件として修得すべき単位数のうち、６０

単位を超えないものとする。 

４ 各授業科目の単位数は、次の基準により計算するものとする。 
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（１）講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で、大学が定める時間の授業

をもって１単位とする。 

（２）実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で、大学が定める時間

の授業をもって１単位とする。 

５ 前項の規定にかかわらず、卒業研究の授業科目については、学習の成果を評価して単位を授与

することが適切と認められる場合には、別表の当該科目の単位数とする。 

 

（単位の授与） 

第２７条 授業科目を履修し、その試験に合格した学生には、所定の単位を与える。 

２ 試験に関する事項は、別に定める。 

 

（学習成績の評価） 

第２８条 学習成績の評価は、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｎをもって示し、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｎを合格、

Ｄを不合格とする。 

２ 評価に関する事項は、別に定める。 

 

（他大学又は短期大学における授業科目の履修） 

第２９条 教育上有益と認めるときは、他大学又は短期大学との協議により、当該他の大学又は短

期大学で学修することができる。 

２ 前項により履修した授業科目について修得した単位を、６０単位を超えない範囲で本学におい

て修得したものとみなすことができる。 

３ 前２項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第３０条 教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学

修、文部科学大臣が別に定める学修、及び本学が特に認めた学修を、本学における授業科目の履

修とみなし、単位を与えることができる。 

２ 前項により与えることのできる単位数は、前条第２項により本学において修得したものとみな

す単位数と合わせて６０単位を超えないものとする。 

 

（入学前の既修得単位の認定） 

第３１条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学（外国の大学

又は短期大学を含む）において履修した授業科目について修得した単位及び本学が特に認めた学

修を、本学に入学した後の授業科目の履修により修得したものとみなし、単位を与えることがで

きる。 

２ 学生が入学する前に行った前条第１項に規定する学修を、本学における授業科目の履修とみな

し、単位を与えることができる。 

３ 前２項により与えることのできる単位数は、編入学、再入学及び転入学の場合を除き、本学で

修得した単位以外のものについては、合わせて６０単位を超えないものとする。 

 

第８章 卒業等 

 

（卒業の要件） 

第３２条 本学を卒業するためには、４年以上在学し、所定の授業科目について心理学部、人間学

部、社会学部、メディア学部、経営学部及び外国語学部は、１２４単位以上、保健医療学部及び

看護学部は、１２８単位以上を修得しなければならない。 

２ ３年次に編入学した学生に前項の規定を適用する場合には、「４年」とあるのは「２年」と読み

替え、６２単位以下を１年次及び２年次において、修得したものとみなすことができる。 

 

（卒 業） 

第３３条 前条の卒業の要件を満たした者については、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 
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（学位授与） 

第３４条 学長は、前条の規定により卒業を認定した者に対し、学士の学位を次のとおり授与する。 

学  部 学  科 学  位 

心 理 学 部 心理カウンセリング学科 学士（心理学） 

人 間 学 部 

人間福祉学科 学士（人間福祉学） 

子ども学科 学士（子ども学） 

児童教育学科 学士（児童教育学） 

社 会 学 部 
社会情報学科 学士（社会情報学） 

地域社会学科 学士（地域社会学） 

メ デ ィ ア 学 部 メディア学科 学士（メディア学） 

経 営 学 部 経営学科 学士（経営学） 

外 国 語 学 部 

英米語学科 学士（英米語） 

中国語学科 学士（中国語） 

韓国語学科 
学士（韓国語） 

学士（韓国語教育） 

日本語・日本語教育学科 
学士（日本語） 

学士（日本語教育） 

 

保 健 医 療 学 部 

理学療法学科 学士（理学療法学） 

作業療法学科 学士（作業療法学） 

言語聴覚学科 学士（言語聴覚学） 

看 護 学 部 看護学科 学士（看護学） 

 

（教育職員免許状の取得） 

第３４条の２ 本学で取得できる教育職員免許状の種類は、次のとおりとする。 

学  部 学  科 免 許 状 の 種 類 教  科 

 人間学部 
子ども学科 幼稚園教諭一種免許状  

児童教育学科 小学校教諭一種免許状  

社会学部 地域社会学科 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

社会 

地理歴史、公民 

外国語学部 

英米語学科 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

英語 

英語 

中国語学科 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

中国語 

中国語 

日本語・日本語教育学科 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

国語 

国語 

 

２ 前項の免許状を取得しようとする者は、教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）及び教

育職員免許法施行規則（昭和２９年文部省令第２６号）に定める所定の単位を修得しなければな

らない。 

 

（学芸員の資格取得） 



Ｇ１０１（８） 

第３４条の３ 学芸員の資格を取得しようとする者は、別表第２の２、別表第３の２、別表第４の

２、別表第５の２、別表第６の２及び別表第７の２により博物館法（昭和２６年法律第２８５号）

及び博物館法施行規則（昭和３０年文部省令第２４号）等に定める所定の単位を修得しなければ

ならない。 

 

（保育士の資格取得） 

第３４条の４ 保育士の資格を取得しようとする者は、児童福祉法施行規則に定める所定の単位を

修得しなければならない。 

２ 保育士の資格取得について必要な事項は、別に定める。 

（介護福祉士の資格取得） 

第３４条の５ 介護福祉士の資格を取得しようとする者は、別表第３の３により厚生労働省の定め

る所定の単位を修得しなければならない。 

 

（公認心理師の資格取得） 

第３４条の６ 公認心理師の資格を取得しようとする者は、公認心理師法施行規則に定める所定の

単位を修得しなければならない。 

２ 公認心理師の資格取得について必要な事項は、別に定める。 

 

第９章 外国人留学生・科目等履修生・聴講生・研究生 

 

（外国人留学生） 

第３５条 外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願する者に

ついては、選考の上、外国人留学生として入学を許可する。 

２ 外国人留学生について必要な事項は、別に定める。 

 

（科目等履修生） 

第３６条 本学の学生以外の者で一又は複数の授業科目の履修を希望する者（以下「科目等履修生」

という。）があるときは、本学の教育に特に支障がない限り、選考の上、科目等履修生として入学

を許可する。 

２ 科目等履修生に対する単位の授与については、第２７条の規定を準用する。 

３ 科目等履修生について必要な事項は、別に定める。 

 

（聴講生） 

第３６条の２ 本学の学生以外の者で一又は複数の授業科目の聴講を希望する者（以下「聴講生」

という。）があるときは、本学の教育に特に支障がない限り、選考の上、聴講生として入学を許可

する。 

２ 聴講生については、単位を認定しない。 

３ 聴講生について必要な事項は、別に定める。 

 

（研究生） 

第３７条 本学の学生又は他大学の者で特定の専門事項について研究を希望する者があるときは、

本学の教育研究に支障のない場合に限り、選考の上、研究生として入学を許可することがある。 

２ 研究生について必要な事項は、別に定める。 

 

第１０章 学生納付金等 

 

（学生納付金等の金額） 

第３８条 本学の検定料、入学金、授業料、施設設備費、実験実習費及び休学在籍料の金額は、別

表第１０のとおりとする。 

２ 外国人留学生、科目等履修生、聴講生及び研究生の入学金、授業料等については、別に定める。 

３ 教職教育課程費及び学芸員課程費等については、別に定める。 
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（納付した学生納付金等） 

第３９条 納付した検定料、入学金、授業料、施設設備費、実験実習費及び休学在籍料は、別に定

めのある場合を除き返還しない。ただし、所定の期日までに文書により、入学辞退の申出のあっ

た者の授業料、施設設備費及び実験実習費についてはこの限りでない。 

 

（学生納付金等の納期等） 

第４０条 学生納付金及びその他の納付金の納期等については別に定める。 

 

（休学の場合の授業料等） 

第４１条 休学を許可された者は、休学期間の休学在籍料を納付するものとし、他の授業料等の納

付は要しない。 

 

（学年の中途で卒業する場合の授業料等） 

第４２条 学年の中途で卒業する見込みの者は、卒業する見込みの当該期までの授業料等を納付し

なければならない。 

 

（退学、除籍及び停学の場合の授業料等） 

第４３条 学期の中途で退学しようとする者は、その期の授業料等を納付しなければならない。 

２ 除籍された者の当該期分の授業料等は徴収する。 

３ 停学期間中の授業料等は徴収する。 

 

第１１章 賞 罰 

 

（表 彰） 

第４４条 学生として表彰に値する行為があった者には、教授会の議を経て、学長が表彰すること

ができる。 

 

（懲 戒） 

第４５条 本学の学則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、学長が懲戒する。 

２ 前項の懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。 

３ 前２項の懲戒に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第１２章 補 則 

 

（学則の改廃） 

第４６条 この学則の改廃は、理事会の審議を経なければならない。 

 

附 則 

１ この学則は、平成６年４月１日から施行する。ただし、第３条第２項の人文学部の「３年次編

入学定員」に関する規定は、平成８年４月１日から施行する。 

学  部 学   科 
収  容  定  員 

平成６年度 平成７年度 平成８年度 

人 文 学 部 
地 域 文 化 学 科 

言 語 文 化 学 科 

１２０名 

１２０名 

２４０名 

２４０名 

３８５名 

３８５名 

 

１ この学則は、平成７年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成８年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成９年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成１０年４月１日から施行する。 
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１ この学則は、平成１１年４月１日から施行する。ただし、変更後の第９条、第１３条について

は平成１０年１０月１日から適用する。 

１ この学則は、平成１２年４月１日から施行する。ただし、第３条第２項の人間社会学部の「３

年次編入学定員」に関する規定は、平成１４年４月１日から施行する。 

２ 第３条第２項に規定する人間社会学部の「収容定員」は、同項の規定にかかわらず、平成１２

年度から１４年度までは、次表のとおりとする。 

学  部 学   科 
収  容  定  員 

平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 

人間社会学部 

心理カウンセリング学科 

メディア表現学科 

社 会 情 報 学 科 

１２０名 

 ８０名 

 ８０名 

２４０名 

１６０名 

１６０名 

３８０名 

２５５名 

２５５名 

３ 別科の募集については、平成１２年度から当分の間、募集を停止する。 

１ この学則は、平成１３年４月１日から施行する。 

ただし、第３条第２項に規定する人文学部の「３年次編入学定員」は、同項の規定にかかわら

ず、平成１３年度及び平成１４年度は次表のとおりとする。 

学   部 学   科 
３年次編入学定員 

平成１３年度 平成１４年度 

人 文 学 部 

地 域 文 化 学 科 

言 語 文 化 学 科 

現 代 社 会 学 科 

２５名 

２５名 

  ― 

２５名 

２５名 

  ― 

２ 第３条第２項に規定する人文学部の「収容定員」は、同項の規定にかかわらず、平成１３年度

から平成１５年度までは、次表のとおりとする。 

学  部 学  科 
収 容 定 員 

平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 

人 文 学 部 

地 域 文 化 学 科 

言 語 文 化 学 科 

現 代 社 会 学 科 

４９０名 

４９０名 

 ８０名 

４５０名 

４５０名 

１６０名 

４０５名 

４００名 

２５５名 

 

１ この学則は、平成１４年４月１日から施行する。 

ただし、第３条第２項の経営学部の「３年次編入学定員」に関する規定は平成１６年４月１日

から施行する。 

２ 第３条第２項に規定する経営学部の「収容定員」は、同項の規定にかかわらず、平成１４年度

から平成１６年度までは、次表のとおりとする。 

学  部 学  科 
収 容 定 員 

平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 

経 営 学 部 経 営 学 科 １００名 ２００名 ３２０名 

３ 第４１条及び第４２条の規定は、平成１４年度に限り、平成１３年度以前の入学者に対しては、

平成１３年度の学則を適用する。 

１ この学則は、平成１５年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成１５年８月１日から施行する。 

１ この学則は、平成１６年４月１日から施行する。ただし、第３条第２項の人間社会学部人間福

祉学科の「３年次編入学定員」に関する規定は、平成１８年４月１日から施行する。 

２ 第３条第２項に規定する人間社会学部のメディア表現学科及び人間福祉学科の「収容定員」は、
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同項の規定にかかわらず、平成１６年度から平成１８年度までは、次表のとおりとする。 

学  部 学  科 
収 容 定 員 

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 

人間社会学部 
メディア表現学科 

人 間 福 祉 学 科 

３９０名 

１２０名 

４３０名 

２４０名 

４７０名 

３８０名 

１ この学則は、平成１７年４月１日から施行する。 
２ 第３条第２項に規定する人文学部、人間社会学部、外国語学部及び保健医療学部の「収容定員」

は、同項の規定にかかわらず、平成１７年度から１９年度までは、次表のとおりとする。 

学  部 学  科 
収 容 定 員 

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 

人 文 学 部 

地 域 文 化 学 科 

言 語 文 化 学 科 

現 代 社 会 学 科 

３２０名 

２５５名 

３１５名 

２８０名 

１６０名 

２８０名 

２６０名 

 ８０名 

２６０名 

人間社会学部 

心理カウンセリング学科 

メディア表現学科 

社 会 情 報 学 科 

５１０名 

４２５名 

３７０名 

５００名 

４６０名 

３９０名 

５００名 

５００名 

４１０名 

外国語学部 

英 米 語 学 科 

ア ジア語学 科 

中 国 語 専 攻 

韓 国 語 専 攻 

日本語教育専攻 

 ８０名 

 ７０名 

 （３０

名） 

 （２０

名） 

 （２０

名） 

１６０名 

１４０名 

 （６０

名） 

 （４０

名） 

 （４０

名） 

２４５名 

２１０名 

 （９０

名） 

 （６０

名） 

 （６０

名） 

保健医療学部 
理 学 療 法 学 科 

作 業 療 法 学 科 

 ８０名 

 ４０名 

１６０名 

 ８０名 

２４０名 

１２０名 

 

１ この学則は、平成１７年８月１日から施行する。 

１ この学則は、平成１８年４月１日から施行する。 

２ 第３条第２項の規定にかかわらず人文学部、人間社会学部、経営学部、保健医療学部及び看護

学部の「収容定員」は、平成１８年度から２０年度までは、次表のとおりとする。 

学  部 学  科 
収 容 定 員 

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 

人 文 学 部 
地 域 文 化 学 科 

現 代 社 会 学 科 

２２０名 

２２０名 

１４０名 

１４０名 

 ６０名 

 ６０名 

人間社会学部 

メディア表現学科 

社 会 情 報 学 科 

人 間 福 祉 学 科 

地 域 社 会 学 科 

４５５名 

３８０名 

３７０名 

 ８０名 

４９０名 

３９０名 

５００名 

１６０名 

４９０名 

４１０名 

５００名 

２４５名 

経 営 学 部 経 営 学 科 ４４５名 ４５０名 ４７０名 

保健医療学部 言 語 聴 覚 学 科  ４０名  ８０名 １２０名 

看 護 学 部 看 護 学 科  ８０名 １６０名 ２４０名 
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１ この学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 第３条第２項の規定にかかわらず、人間学部子ども学科、社会学部社会情報学科及び地域社会

学科の「収容定員」は、平成１９年度から２１年度までは次表のとおりとする。 

学  部 学  科 
収 容 定 員 

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 

人 間 学 部 子 ど も 学 科 １４０名 ２８０名 ４３０名 

社 会 学 部 
社 会 情 報 学 科 

地 域 社 会 学 科 

３９０名 

１６０名 

４１０名 

２４５名 

４１０名 

３３０名 

 

１ この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 第３条第２項の規定にかかわらず、社会学部社会情報学科、外国語学部中国語学科、韓国語学

科及び日本語・日本語教育学科の「収容定員」は、平成２０年度から２２年度までは次表のとお

りとする。 

学  部 学  科 
収 容 定 員 

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

社 会 学 部 社 会 情 報 学 科 ４３０名 ４５０名 ４７０名 

外国語学部 

中  国  語  学  科 

韓  国  語  学  科 

日本語・日本語教育学科 

１３０名 

１００名 

１００名 

１４０名 

１２０名 

１２０名 

１５０名 

１４０名 

１４０名 

 

１ この学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ 第３条第２項の規定にかかわらず、人間学部児童教育学科の「収容定員」は、平成２１年度か

ら２３年度までは次表のとおりとする。 

学  部 学  科 
収 容 定 員 

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

人 間 学 部 児童教育学科 ５０名 １００名 １５０名 

 

１ この学則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 第３条第２項の規定にかかわらず、保健医療学部作業療法学科の「収容定員」は、平成２２年

度から２４年度までは次表のとおりとする。 

学  部 学  科 
収 容 定 員 

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

保健医療学部 作業療法学科 １８０名 ２００名 ２２０名 

 

この学則は、平成２２年７月１日から施行する。 

１ この学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

この学則は、平成２３年１２月９日から施行し、平成２３年４月１日から適用する。 

１ この学則は平成２４年４月１日から施行する。 

２ 第３条第２項の規定にかかわらず、外国語学部韓国語学科及び看護学部看護学科の「収容定員」

は、平成２４年度から２６年度までは次表のとおりとする。 

学 部 学 科 収 容 定 員 
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この学則は、平成２５年１月１日から施行する。 

この学則は、平成２５年４月１日から施行する。 

この学則は、平成２５年９月１日から施行する。 

この学則は、平成２６年４月１日から施行する。 

  この学則は、平成２６年８月１日から施行する。 

この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

この学則は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、別表第１～２については平成２８年

４月入学者から適用し、平成２７年度以前入学者については、なお従前の例による。 

この学則は、平成２８年６月１日から施行する。ただし、平成２７年度以前入学者については、

なお従前の例による。 

１ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。 

２ 第３条第２項の規定にかかわらず、人間学部人間福祉学科、経営学部経営学科、保健医療学部

理学療法学科及び看護学部看護学科の「収容定員」は、平成２９年度から平成３１年度までは次

表のとおりとする。 

学部 学科 
収容定員 

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 

人間学部 人間福祉学科 ４８０名 ４６０名 ４４０名 

経営学部 経営学科 ５００名 ５１０名 ５２０名 

保健医療学部 理学療法学科 ３２５名 ３３０名 ３３５名 

看護学部 看護学科 ４０５名 ４１０名 ４１５名 

３ 平成２９年３月３１日に社会学部社会情報学科、メディア表現学科及び経営学部経営学科に在

籍する者が取得できる教員の免許状の種類は、この学則による改正後の第３４条の２の規定にか

かわらず、なお従前の例による。 

１ この学則は、平成３０年４月１日から施行する。ただし、 平成２９年度以前入学者について

はなお従前の例による。 

２ 社会学部メディア表現学科は、第３条第２項の規定にかかわらず、平成３０年３月３１日に

当該学科に在籍する者が当該学科に在籍しなくなるまでの間、存続するものとする。 

３ 第３条第２項の規定にかかわらず、社会学部メディア表現学科及びメディア学部メディア学科

の「収容定員」は、平成３０年度から３２年度までは次表のとおりとする。 

学部 学科 
収容定員 

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 

社会学部 メディア表現学科 ３６５名 ２４０名 １２０名 

メディア学部 メディア学科 １４０名 ２８０名 ４２０名 

 

この学則は、平成３０年１０月１日から施行する。 

  この学則は、２０１９年４月１日から施行する。ただし、２０１８年度以前入学者については

なお従前の例による。 

２４年度 ２５年度 ２６年度 

外国語学部 韓国語学科 １８０名 ２００名 ２２０名 

看護学部 看護学科 ３４０名 ３６０名 ３８０名 
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１ この学則は、２０２０年４月１日から施行する。 

２ 人間学部心理カウンセリング学科は、第３条第２項の規定にかかわらず、２０２０年３月３

１日に当該学科に在籍する者が当該学科に在籍しなくなるまでの間、存続するものとする。 

３ 第３条第２項の規定にかかわらず、人間学部心理カウンセリング学科及び心理学部心理カウ

ンセリング学科の「収容定員」は、２０２０年度から２０２２年度までは次表のとおりとす

る。 

 

学部 学科 
収容定員 

２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 

人間学部 心理ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ学科 ３７０名 ２４０名 １２０名 

心理学部 心理ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ学科 １２５名 ２５０名 ３７５名 

４ ２０１９年度以前入学者についてはなお従前の例による。ただし、改正前の第４１条第２項

及び第４２条については、この限りではない。 

５ 前項にかかわらず、改正後の第１９条、第２０条、第２１条及び第４３条については、２０

１９年度以前入学者についても適用する。 

  

  この学則は、２０２１年４月１日から施行する。ただし、２０２０年度以前入学者については

なお従前の例による。 

 

１ この学則は、２０２１年４月１日から施行する。 

 

１ この学則は、２０２２年４月１日より施行する。ただし、２０２１年度以前入学者については

なお従前の例による。 

２ 前項にかかわらず、改正後の別表３、別表４、別表７のうち「教育実習小・中学校（事前事後

指導含む）」の科目については、２０１９年度以降の入学者についても適用する。 

３ 第１項にかかわらず、別表５の２については、２０１８度以降の入学者についても適用する。 

 

１ この学則は、２０２３年４月１日から施行する。ただし、２０２２年度以前入学者については

なお従前の例による。 

２ 前項に関わらず、改正後の第１０条、第１１条及び第１８条については、２０２２年度以前入

学者についても適用する。 
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別表第１（第２４条関係） 

（１）共通科目（新宿キャンパス） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

初
年

次
セ

ミ
ナー 

ベーシックセミナーⅠ １ １  
 

 ベーシックセミナーⅡ １ １  

総 

合 
科 

目 

分
野
横
断
科
目 

大学生活と学問 １  ２ 分野横断科目から１

科目、学際科目から

１科目、異分野入門

科目から１科目の計

３科目６単位選択必

修 

知の探究法 １  ２ 

「目白大学」を知る １  ２ 

科学的なものの見方・考え方 １  ２ 

持続可能な社会を考える １  ２ 

デジタル化する社会を考える １  ２ 

学
際
科
目 

現代の社会福祉 ２  ２ 

感性を磨く芸術論 ２  ２ 

知の対象としての恋愛 ２  ２ 

人間と遊び ２  ２ 

社会生活のデザイン ２  ２ 

子供とメディア ２  ２ 

「観光」で読み解く現代社会 ２  ２ 

お金とつきあう ２  ２ 

社会の中のことば ２  ２ 

日本語再発見 ２  ２ 

コトバの実験室 ２  ２ 

問題解決・思考法 ２  ２ 

未来を拓くイノベーション ２  ２ 

異
分
野
入
門
科
目 

心理学入門 ２ 
 

２ 
心理学部生は履修不

可 

ボランティア入門 ２  ２ 
人間学部生は履修不

可 
保育学入門 ２  ２ 

現代教育入門 ２  ２ 

人文系学生のための情報ネットワーク・デー

タ活用入門 
２ 

 
２ 社会学部生は履修不

可 
江戸東京学入門 ２  ２ 

マスメディア学入門 ２ 
 

２ 
メディア学部生は履

修不可 

現代経営入門 ２ 
 

２ 
経営学部生は履修不

可 

言語学入門 ２  ２ 外国語学部生は履修

不可 古典に学ぶ ２  ２ 

コーポレート・ガバナンス ２  ２ 全学部生履修可 

グ
ロ
ー
バ

ル
課
題
探

求
科
目 

グローバルな視点で学ぶ社会と人間 ２  ２  

自然科学的な視点から地球環境問題を考え

る 
２ 

 
２ 
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日本と世界の経済事情 ２  ２ 

世界の今を学ぼう ２  ２ 

  



Ｇ１０１（１７） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

総 

合 

科 

目 

基
礎
教
養
科
目 

日本国憲法 １  ２  

考古学入門 １  ２ 

芸術論入門 １  ２ 

政治学概説 １  ２ 

東洋史概説 １  ２ 

西洋史概説 １  ２ 

日本史概説 １  ２ 

自然地理学概説 １  ２ 

法学入門 １  ２ 

社会学入門 １  ２ 

漢文学概説 １  ２ 

現代文学入門 １  ２ 

倫理学入門 １  ２ 

国 

語 

国語基礎演習Ⅰ １ ２    

国語基礎演習Ⅱ １ ２   

国語応用演習（読解） ２   １ 

国語応用演習（表現） ２   １ 

専門レポート基礎演習 ２   １ 

外 

国 

語 

英語基礎（Fundamentals of English)Ⅰ １ １   外国語学部英米語

学科は、英語科目を

必修とせず履修不

可とする。 

 

 

 

 

外国語学部中国語

学科は、英語科目は

すべて選択及び中

国語科目は履修不

可とする。 

 

 

外国語学部韓国語

学科は、英語科目は

すべて選択及び韓

国語科目は履修不

可とする。 

英語基礎（Fundamentals of English)Ⅱ １ １   

総合英語（Integrated English)Ⅰ １ １   

総合英語（Integrated English)Ⅱ ２ １   

専門基礎英語（Basic English for Special 

Fields) 
２ １   

English Test Strategies １   １ 

English Using CALL １   １ 

Business English ２   １ 

Communicative Listening and Writing ２   １ 

Film English ２   １ 

Practical English Grammar ２   １ 

中国の言語と文化 １   ２ 

中国語基礎Ⅰ １   １ 

中国語基礎Ⅱ １   １ 

中国語基礎Ⅲ ２   １ 

韓国の言語と文化 １   ２ 

韓国語基礎Ⅰ １   １ 

韓国語基礎Ⅱ １   １ 

韓国語基礎Ⅲ ２   １ 

東南アジアの言語と文化 １   ２ 

インドネシア語入門 １   １ 
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授業科目 

の区分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 
必
修 

選
択 

外 

国 

語 

フランスの言語と文化 １  ２  

フランス語基礎Ⅰ １  １ 

フランス語基礎Ⅱ １  １ 

フランス語基礎Ⅲ ２  １ 

ドイツの言語と文化 １  ２ 

ドイツ語基礎Ⅰ １  １ 

ドイツ語基礎Ⅱ １  １ 

ドイツ語基礎Ⅲ ２  １ 

スペインの言語と文化 １  ２ 

スペイン語入門 １  １ 

情
報
活
用
演
習 

情報活用演習Ⅰ １ ２    

情報活用演習Ⅱ １ ２   

情報活用演習Ⅲ ２   ２ 

情報活用基礎演習Ａ １   ２ 

情報活用基礎演習Ｂ ２   ２ 

情報活用応用演習 ２   ２ 

情報活用特別演習 ２   ２ 

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康 

生涯スポーツ１ １ １    

生涯スポーツ２ ２   １ 

生涯スポーツ３ ２   １ 

健康科学 １ １   

健康科学演習（心とからだ） ２   １ 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン 

専門とキャリアＡ ２ １   

外国語学部韓国語

学科の配当年次は

１年 

 

専門とキャリアＢ ２ １   

外国語学部韓国語

学科の配当年次は

３年 

仕事と社会 ３  １  

キャリア研修Ⅰ １  ２ 

キャリア研修Ⅱ ２  ２ 

キャリア演習 ２  ２ 

副
専
攻
ゼ
ミ 

ＳＤＧｓ基礎セミナー ３  ２ 卒業要件としな

い。 ＳＤＧｓ特別セミナー ３  ２ 

ＤＸ基礎セミナー ３  ２ 

ＤＸ特別セミナー ３  ２ 

外
国
語

と
し
て

の
日
本

語 

総合日本語１Ａ １  ２  

 

 

総合日本語２Ａ １  ２ 

総合日本語３Ａ １  ２ 
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総合日本語４Ａ １  ２  

 

 

 

 

日本語を母語とし

ない学生対象とす

る。 

総合日本語１Ｂ １  ２ 

総合日本語２Ｂ １  ２ 

総合日本語３Ｂ １  ２ 

総合日本語４Ｂ １  ２ 

日本語表現Ａ １  ２ 

日本語表現Ｂ １  ２ 

基礎日本語Ａ １  ２ 

基礎日本語Ｂ １  ２ 

検定日本語Ａ １  ２ 

検定日本語Ｂ １  ２ 

専門日本語Ａ １  ２ 

専門日本語Ｂ １  ２ 

応用日本語（メディア）Ａ １  １ 

応用日本語（メディア）Ｂ １  １ 

応用日本語（日本の社会と文化）Ａ １  １ 

応用日本語（日本の社会と文化）Ｂ １  １ 

単位数計 

<卒業要件>  

  共通科目 ２８単位以上  

外国語学部英米語学科、中国語学科及び韓国語

学科においては２２単位以上 

１９ １９３ 

 

２１２ 
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別表第１（第２４条関係） 
（２）共通科目（保健医療学部 看護学部） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

初
年
次

セ
ミ
ナ

ー 

ベーシックセミナーⅠ １ １  
＊学際科目・異分野入

門科目から各 1 科目

の２科目４単位選択

必修 

 

＊理学療法学科学生

は「理学療法を知る」

を履修不可 

 

＊作業療法学科学生

は「人間の作業」を履

修不可 

 

＊言語聴覚学科学生

は「地域社会で生き

る」を選択必修より除

外する 

 

＊看護学科学生は「看

護を知る」を履修不可 

 

※１ 日本国憲法は

養護教諭二種免許取

得時必修 

 

※２ 高等学校で「物

理」又は「物理Ⅰ」未

履修者は必修（保健医

療学部のみ） 

 

※３ 高等学校で「生

物」又は「生物Ⅰ」未

履修者は必修（保健医

療学部のみ） 

 

※４ 看護学科学生

は必修 

 

＊スポーツ・健康は２

科目２単位を選択必

修 

ベーシックセミナーⅡ １ １  

総
合
科
目 

学
際
科
目 

医療で読み解く現代社会 １  ２ 

こころと行動の科学入門 １  ２ 

ことばとこころの発達 １  ２ 

いのちの道徳 １  ２ 

異
分
野
入
門
科

目 

理学療法を知る １  ２ 

人間の作業 １  ２ 

地域社会で生きる １  ２ 

看護を知る １  ２ 
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題

探
求
科
目 

知るということ(学問と知識) １  ２ 

文化の見つめ方 １ 
 

２ 

資
格
等
関
連
科
目 

日本国憲法 ※１ １   ２ 

物理学 ※２ １   ２ 

生物学 ※３ １   ２ 

心理学 １ ２   

統計学 １ ２   

生化学※４ １   ２ 

国
語 

日本語読解演習 １ １   

日本語文章表現演習 １ １   

プレゼンテーション演習 １   １ 

外 

国 

語 

英語Ⅰ １ １   

英語Ⅱ １ １   

英語Ⅲ ２ １   

英語Ⅳ ２ １   

英語総合Ⅰ ２   １ 

英語総合Ⅱ ２   １ 

ドイツ語Ⅰ １   １ 

ドイツ語Ⅱ １   １ 

中国語Ⅰ １   １ 

中国語Ⅱ １   １ 

情
報
活
用

演
習 

情報活用演習Ⅰ １ ２   

情報活用演習Ⅱ １ ２   

数理基礎演習 １   ２  

ス
ポ
ー

ツ･ 

 
 

健 

康 

スポーツ・健康Ａ １  １ 

スポーツ・健康Ｂ １  １ 

スポーツ・健康Ｃ ２  １ 
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スポーツ・健康Ｄ ２  １ 

野外運動実習 １  １ 

ダイビング実習Ａ １  １ 

ダイビング実習Ｂ １  １ 

スキー実習 １  １ 

単位数計 

＜卒業要件＞ 

共通科目  ３０単位以上 

保健医療学部理学療法学科及び作業療法学科 

においては２８単位以上 

１６ ４５ 
必修単位数合計は保

健医療学部は１６単

位、看護学部は１８

単位 

 
６１ 
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別表第２（第２４条関係） 

（１）専門教育科目（心理学部 心理カウンセリング学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

心
理
学
導
入
科
目 

心理学と社会Ａ（家族とこころ） １  ２  

 

2 科目 4 単位以上 

選択必修 

心理学と社会Ｂ（多様性・文化とこころ） １  ２ 

心理学と社会Ｃ（消費者とこころ） １  ２ 

心理学と社会Ｄ（人間関係とこころ） １  ２ 

心理学と社会Ｅ（子ども相談入門） １  ２ 

心理学と社会Ｆ（こころの予防教育） １  ２ 

心
理
学
基
礎
科

目 

心理学概論 １ ２   

臨床心理学概論 １ ２  

心理学統計法 １ ２  

心理学研究法 ２ ２  

心理学実験 ２ ４  

心 

理 

学 

発 

展 
科 

目 

基
本
科
目 

知覚・認知心理学 １ ２    

 

 

 

 

 

 

 

公認心理師の受験

資格を希望する学

生は全科目必修 

学習・言語心理学 １ ２   

感情・人格心理学 ２ ２   

神経・生理心理学 １ ２   

社会・集団・家族心理学 １ ２   

発達心理学 １ ２   

障害者・障害児心理学 ２   ２ 

実
践
科
目 

健康・医療心理学 ２  ２ 

福祉心理学 ２  ２ 

教育・学校心理学 ２  ２ 

司法・犯罪心理学 ２  ２ 

産業・組織心理学 ２  ２ 

関
連
科
目 

精神疾患とその治療 ２ ２   

人体の構造と機能及び疾病 ３   ２ 

公認心理師の職責 ３   ２ 

関係行政論 ３   ２ 

心 

理 

学 

専 

修 

科 

目 

家族心理学特講Ａ（子どもの心理療法） ２   ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

３科目６単位以上 

選択必修 

家族心理学特講Ｂ（芸術療法） ３   ２ 

対人関係心理学特講Ａ（パーソナリティと心

理学） 
２   ２ 

対人関係心理学特講Ｂ（ストレスと行動変

容） 
３   ２ 

多様性心理学特講Ａ（コミュニティ心理学） ２   ２ 

多様性心理学特講Ｂ（異文化・多様性カウン

セリング） 
３   ２ 

福祉心理学特講Ａ（成人と高齢者の心理学） ２   ２ 

福祉心理学特講Ｂ（児童養護） ３   ２ 

学校心理学特講Ａ（ピア・サポートＡ) ３   ２ 
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学校心理学特講Ｂ（ピア・サポートＢ） ３   ２ 

学校心理学特講Ｃ（学校臨床心理学） ２   ２ 

医療健康心理学特講Ａ（力動的心理療法） ２   ２ 

医療健康心理学特講Ｂ（認知行動療法） ２   ２ 

医療健康心理学特講Ｃ（スポーツ心理学） ３   ２ 

医療健康心理学特講Ｄ（身体疾患と心理） ３  ２ 

司法犯罪心理学特講Ａ（被害者支援心理学） ２   ２ 

司法犯罪心理学特講Ｂ（心理学と法） ２   ２ 

司法犯罪心理学特講Ｃ（加害と被害の臨床心

理学）  
３   ２ 

産業心理学特講Ａ（キャリア心理学） ２   ２ 

産業心理学特講Ｂ（産業カウンセリング） ３   ２ 

    

心
理
学
演
習 

実
習
科
目 

心理学体験実習Ａ(ボランティア） １   １  

心理学体験実習Ｂ(異文化体験） ２   １ 

心理学体験実習Ｃ(メンタルサポートボラン

ティア）  
３   １ 

心理学入門演習 １ ２   

心理学基礎演習 ２ ２   

心理学調査法 ３   ２ 

心
理
学
的
支
援

実
習 

心理的アセスメント ３  ２ 公認心理師の受験

資格を希望する学

生は全科目必修 

心理学的支援法 ３  ２ 

心理演習Ａ ４  ２ 

心理演習Ｂ ４  ２ 

心理実習 ４  ２ 

臨
地 

研
修 

臨地研修（短期） ２  ２  

臨地研修（長期） ２  ４ 

セ
ミ
ナ
ー
・ 

 

卒
業
研
究 

心理学専門セミナーＡ ３ １    

心理学専門セミナーＢ ３ １   

心理学特別セミナーＡ ４ １   

心理学特別セミナーＢ ４ １   

卒業研究 ４   ４ 

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ８４単位以上 

自由選択科目  １２単位まで 

合  計   ９６単位以上 

３ ４ ９５  

１２９ 
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別表第２の２（第３４条の３関係） 

（１）学芸員資格に関する科目（心理学部） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

学
芸
員
科
目 

博物館資料論 ２ ２   

博物館資料保存論 ３ ２  

博物館展示論 ２ ２  

博物館情報・メディア論 ３ ２  

博物館実習１ ３ １  

博物館実習２ ４ ２  

博物館実習３ ４ １  

単位数計 
学芸員資格に関する科目は、卒業要件には 

含まれない。 

１２ ０  

１２ 
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別表第３（第２４条関係） 

（１）専門教育科目（人間学部 人間福祉学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

基 

幹 

科 

目 

人間学の基礎 １ ２   

 

 

 

選択必修1科目2単

位 

社会福祉学入門 １ ２  

社会福祉の原理と政策Ⅰ １  ２ 

社会福祉の原理と政策Ⅱ ３  ２ 

社会福祉現場実践入門 １ ２  

社会学と社会システム ２ ２  

生命倫理 ２ ２  

福祉と人権 ３ ２  

法学（人権と法） ２  ２ 

社
会
福
祉
の
分
野
に
関
す
る
科
目 

子ども家庭福祉論 １  ２  

 

 

 

 

 

 

 

選択必修 5 科目 10

単位 

 

 

障害者福祉論 １  ２ 

高齢者福祉論 ２  ２ 

保健医療と福祉 ２  ２ 

介護福祉概論 １  ２ 

介護の基本Ⅰ ２  ２ 

介護の基本Ⅱ ３  ２ 

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ １  ２ 

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ ２  ２ 

福祉行財政と福祉計画 ３  ２ 

精神保健福祉の原理Ⅰ ２  ２ 

精神保健福祉の原理Ⅱ ２  ２ 

精神保健福祉制度論 ３  ２ 

生活科学概論Ⅰ(栄養・調理) ２  ２ 

生活科学概論Ⅱ(被服・住居) ４  ２ 

貧困に対する支援 ３  ２ 

刑事司法と福祉 ３  ２ 

人
間
と
社
会
に
関
す
る
知
識
の
科
目 

医学概論 ２   ２  

医学知識 ２   ２ 

認知症ケア概論Ⅰ １   ２ 

認知症ケア概論Ⅱ ３   ２ 

介護技術方法論Ⅰ ２   ２ 

介護技術方法論Ⅱ ３   ２ 

介護技術方法論Ⅲ ３   ２ 

精神医学Ⅰ ２   ２ 

精神医学Ⅱ ２   ２ 

人間関係論 ３   ２ 

心理学と心理的支援 １ ２   

発達心理学 ２   ２ 

カウンセリング概論 ２   ２ 
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授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

人
間
と
社
会
に
関
す
る
知
識
の
科
目 

精神保健の課題と支援Ⅰ ３  ２  

 

 

 

 

 

選択必修 7 科目 14

単位 

精神保健の課題と支援Ⅱ ３  ２ 

社会保障論Ⅰ ２  ２ 

社会保障論Ⅱ ２  ２ 

福祉サービスの組織と経営 ３  ２ 

権利擁護を支える法制度 ３  ２ 

NPO・社会的企業論 ２  ２ 

ジェンダー論 ２  ２ 

福祉国家論 ３  ２ 

国際協力論 ３  ２ 

ボランティア論 ２  ２ 

社
会
福
祉
の
支
援
に
関
す
る
科
目 

ソーシャルワークの基盤と専門職 １ ２    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択必修 5 科目 10

単位 

ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） １   ２ 

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ２ ２   

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ ２   ２ 

ソーシャルワークの理論と方法（専門）１ ３   ２ 

ソーシャルワークの理論と方法（専門）２ ３   ２ 

社会福祉調査の基礎 ３   ２ 

精神障害リハビリテーション論 ３   ２ 

ソーシャルワークの理論と方法（専門）A ３   ２ 

ソーシャルワークの理論と方法（専門）B ３   ２ 

高齢者ソーシャルワーク論 ２   ２ 

障害児・者ソーシャルワーク論 ２   ２ 

医療ソーシャルワーク論 ３   ２ 

ファミリーソーシャルワーク論 ２   ２ 

スクールソーシャルワーク論Ⅰ ２   ２ 

スクールソーシャルワーク論Ⅱ ４   ２ 

多文化ソーシャルワーク論 ３   ２ 

ユニバーサルコミュニケーション １   ２ 

コミュニケーション技術Ⅰ（講義） ２   ２ 

リハビリテーション論 ３   ２ 

レクリエーション活動援助法Ｂ ３   ２ 

介護教育方法論 ３   ２ 

福祉支援実習指導 ３   １ 
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授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

演 
 
 

習 

ソーシャルワーク演習 ２  ２  

 

 

 

ソーシャルワーク演習（専門）１ ２  ２ 

ソーシャルワーク演習（専門）２ ２  ２ 

ソーシャルワーク演習（専門）３ ３  ２ 

ソーシャルワーク演習（専門）４ ３  ２ 

ソーシャルワーク演習（専門）A ３  ２ 

ソーシャルワーク演習（専門）B ３  ２ 

ソーシャルワーク演習（専門）C ４  ２ 

介護技術演習 ３  ２ 

コミュニケーション演習 ３  ２ 

フィールドワーク演習 ３  ２ 

実

習

指

導 

ソーシャルワーク実習指導１ ２  １  

ソーシャルワーク実習指導２ ３  １ 

ソーシャルワーク実習指導３ ３  １ 

ソーシャルワーク実習指導 A ３  １ 

ソーシャルワーク実習指導 B ４  １ 

ソーシャルワーク実習指導 C ４  １ 

実
習 

ソーシャルワーク実習１ ３  ３  

ソーシャルワーク実習２ ３  ３ 

ソーシャルワーク実習 A ４  ３ 

ソーシャルワーク実習 B ４  ３ 

社会福祉現場実習入門（見学実習） ２  ２ 

臨
地 

研
修 

臨地研修（短期） ３  ２  

臨地研修（長期） ３  ４ 

資
格

支
援 

科
目 

社会福祉特論Ⅰ ４  ２  

社会福祉特論Ⅱ ４  ２ 

セ
ミ
ナ
ー
・ 

卒
業
研
究 

人間福祉学専門セミナーＡ ３ １    

人間福祉学専門セミナーＢ ３ １   

人間福祉学特別セミナーＡ ４ １   

人間福祉学特別セミナーＢ ４ １   

卒業研究 ４   ４ 

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ８４単位以上 

自由選択科目  １２単位まで 

合  計   ９６単位以上 

２２ １８３ 
 

 

２０５ 
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別表第３（第２４条関係） 

（１）専門教育科目（人間学部 子ども学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

基
幹
科
目 

人間学の基礎 １ ２   

人間発達と福祉 １ ２  

子どもと人権 １ ２  

子
ど
も
の
文
化 

・ 

遊
び
に
関
す
る
科
目 

子どもと環境Ａ １ １    

 

 

 

 

 

子どもと環境Ｂ １ １   

子どもと自然Ａ ２   １ 

子どもと自然Ｂ ３   １ 

子どもと人間関係 １ ２   

子どもと遊び １ ２   

子どもと遊び演習１（パネルシアター等） ２   １ 

子どもと遊び演習２（科学遊び等） ２   １ 

子どもと遊び演習３（劇遊び等） ２   １ 

子どもと遊び演習４（伝承遊び等） ２   １ 

子どもと遊び演習５（ペープサート等） ２   １ 

子どもの言葉と児童文学 ２   ２ 

子ども文化論 ２   ２ 

子どもの創造力 ２   １ 

世界の子どもたち ４   ２ 
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授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

保 

育 

・ 

教 

育 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

保育原理Ⅰ １ ２    

保育原理Ⅱ １   ２ 

保育者論 １ ２   

教育原理 ２ ２   

教育・保育のカリキュラムと評価 ２   ２ 

教育の制度と経営 ３   ２ 

教育の方法と技術 ３   ２ 

教育哲学 ４   ２ 

保育者とマナー ４   ２ 

保育内容演習（健康） ２  １ 

６単位以上選択必修 

保育内容演習（人間関係） ２  １ 

保育内容演習（環境） ２  １ 

保育内容演習（ことば） ２  １ 

保育内容演習（音楽表現） ２  １ 

保育内容演習（造形表現） ２  １ 

保育内容演習（身体表現） ２  １ 

保育内容総論 ３  １ 

保育内容の計画と実践 ３  ２  

保育内容指導法（身体運動遊び） ３  ２ 

保育内容指導法（ことば） ３  ２ 

保育内容指導法（音楽表現） ３  ２ 

保育内容指導法（造形表現） ３  ２ 

音楽表現基礎１ １  １ 

音楽表現基礎２ ２  １ 

音楽表現応用１ ３  １ 

音楽表現応用２ ４  １ 

造形表現基礎 １  １ 

造形表現応用 ２  １ 

表現技術の基礎 １   ２ 

発 

達 

・ 

福 

祉 

支 

援 

等 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

社会福祉 １ ２    

子ども家庭福祉 １ ２   

子ども家庭支援論 ２   ２ 

社会的養護Ⅰ ２ ２   

社会的養護Ⅱ ２   １ 

子育て支援 ３   １ 

発達心理学 １ ２   

教育心理学 ２   ２ 

子ども家庭支援の心理学 ３   ２ 

子どもの発達臨床 ３ ２   

子どもの精神医学 ４   ２ 

子どもと性格 ４   ２ 
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授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

保育・教育相談 ３   ２ 

子ども理解と援助 ３   １ 

特別な支援を要する子ども ２   ２ 

障害児保育 ３   ２ 

乳児保育 ２   ２ 

乳児保育演習 ２   １ 

子どもの食と栄養 ３   ２ 

子どもの保健 ２   ２ 

子どもの健康と安全 ３   １ 

在宅保育論 ４   ２ 

実

習

・

実

習

指

導 

基礎実習指導 １  １  

保育所実習Ⅰ ３  ２ 

施設実習Ⅰ ２  ２ 

保育所実習Ⅱ ３  ２ 

施設実習Ⅱ ３  ２ 

保育所実習指導Ⅰ ３  １ 

施設実習指導Ⅰ ２  １ 

保育所実習指導Ⅱ ３  １ 

施設実習指導Ⅱ ３  １ 

教育実習 ４  ４ 

教育実習指導 ４  １ 

臨地研修 ３  ２ 

セ
ミ
ナ
ー
・ 

卒
業
研
究 

子ども学基礎セミナー ２ １    

子ども学専門セミナーＡ ３ １   

子ども学専門セミナーＢ ３ １   

子ども学特別セミナーＡ ４ １   

子ども学特別セミナーＢ ４ １   

教職実践演習（幼稚園） ４   ２ 

卒業研究 ４ ４   

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ８４単位以上 

自由選択科目  １２単位まで 

合 計    ９６単位以上 

３７ １０３ 
 

１４０ 

  



Ｇ１０１（３１） 

別表３（第２４条関係） 

（１）専門教育科目（人間学部 児童教育学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

基 

幹 

科 

目 

人間学の基礎 １ ２   

＊の２科目のうち

１科目以上、選択必

修  

＊＊の２科目のう

ち１科目以上、選択

必修 

教育学 １ ２   

教育心理学 ２ ２   

教育原理 ２ ２   

感性と表現概論 ＊ １   ２ 

アカデミックスキルズの基礎 １ ２   

社会規範とマナー １ ２   

アート・コミュニケーションの理論と方法 

＊ 
１   ２ 

特別支援教育論 ２ ２   

共生社会論 ＊＊ ２   ２ 

児童福祉論 ＊＊ ２   ２ 

発
達
と
支
援 

児童の人権と福祉 １  ２ ５系列それぞれか

ら３科目６単位以

上、合計３０単位以

上を選択必修 

子どもの発達と飼育・栽培 １  ２ 

子どもの発達とレクリエーション支援 ２  ２ 

カウンセリング心理学 ２  ２ 

生涯発達心理学 ２  ２ 

身体発達とスポーツ ３  ２ 

心理・教育的アセスメント ３  ２ 

障害児発達支援演習 ３  ２ 

多
文
化
共
生 

国際ボランティア論 １   ２ 

地球市民教育論 １   ２ 

地域ネットワークの理論と実際 ２   ２ 

社会と生涯スポーツ ２   ２ 

世界の子どもと文化 ２   ２ 

わらべ歌と伝統的音楽 ３   ２ 

多文化の子どもと教育 ３   ２ 

生命・環境・倫理 ３   ２ 

感
性
と
表
現 

児童文学論 １   ２ 

対話の人間関係論 １   ２ 

英語文法とコミュニケーション １   ２ 

音楽実技 ２   １ 

造形実技 ２   １ 

体育実技 ２   １ 

絵本の世界 ２   ２ 

児童造形活動の理論と方法 ３   ２ 

玩具と遊具 ３   ２ 
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授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

教
育
現
場
と
実
践 

児童と自然・科学 １  ２  

教育相談の理論と方法 １  ２ 

学校論 １  ２ 

レクリエーションの理論と方法 ２  ２ 

生徒指導・進路指導の理論と方法 ２  ２ 

実用英語技能演習 ２  ２ 

教育課程論 ３  ２ 

情報科学技術と学習支援 ３  ２ 

道徳教育 ３  ２ 

教育の制度と経営 ３  ２ 

教育実践研究 ３  １ 

小学校応用外国語 ３  ２ 

学校現場における教育法規 ３  ２ 

特別活動・総合的な学習の時間の理論と方

法 
３ 

 
２ 

 
 

 
 

学
校
教
育 

音楽 １   ２  

図画工作 １   ２ 

体育 １   ２ 

国語 ２   ２ 

算数 ２   ２ 

社会 ２   ２ 

理科 ２   ２ 

家庭 ２   ２ 

生活 ２   ２ 

小学校外国語 ２   ２ 

発
展
科
目 

アート教育実践研究 ４  ２ ４科目中２科目以

上、４単位以上選択

必修 
世界音楽の鑑賞と表現 ４  ２ 

多文化教育研究 ４  ２ 

英語教育研究 ４  ２ 

臨地 研修 臨地研修（短期） ２  ２  

臨地研修（長期） ２  ４ 

セ
ミ
ナ
ー
・ 

卒
業
研
究 

児童教育学専門セミナーＡ ３ １   

児童教育学専門セミナーＢ ３ １  

児童教育学特別セミナーＡ ４ １  

児童教育学特別セミナーＢ ４ １  

卒業研究 ４ ４  

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ８８単位以上 

自由選択科目   ８単位まで 

合  計   ９６単位以上 

２２ １１６ 
 

１３８ 



Ｇ１０１（３３） 

別表第３（第２４条関係） 

（２）教職に関する科目（人間学部 児童教育学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

共 
 
 

通 

教職入門(小学校) １ ２   

ICT活用の理論と方法（小・中・高）※１ ２ ２  

初等教科教育法（音楽） ２ ２  

初等教科教育法（図画工作） ２ ２  

初等教科教育法（体育） ２ ２  

初等教科教育法（国語） ２ ２  

初等教科教育法（算数） ３ ２  

初等教科教育法（社会） ３ ２  

初等教科教育法（理科） ３ ２  

初等教科教育法（家庭） ３ ２  

初等教科教育法（生活） ３ ２  

初等・中等教科教育法（外国語（英語））※２ ３ ２  

教育方法論（小・中・高）※１ ２ ２  

小学校体験活動（事前事後指導含む） ２ ２  

介護等体験実習（事前事後指導含む） ３ ２  

教育実習 小・中学校（事前事後指導含む）

※１ 

４ ５  

教職実践演習（小学校） ４ ２  

単位数計 教職に関する科目は、卒業要件には含まれない。 

３７ ０ 
 

３７ 

※１ 児童教育学科、地域社会学科、英米語学科、中国語学科、日本語・日本語教育学科において共

通開設科目である。 

※２ 児童教育学科、英米語学科において共通開設科目である。 

 

 



Ｇ１０１（３４） 

別表第３の２（第３４条の３関係） 

（１）学芸員資格に関する科目（人間学部） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

学
芸
員
科
目 

博物館資料論 ２ ２   

博物館資料保存論 ３ ２  

博物館展示論 ２ ２  

博物館情報・メディア論 ３ ２  

博物館実習１ ３ １  

博物館実習２ ４ ２  

博物館実習３ ４ １  

単位数計 
学芸員資格に関する科目は、卒業要件には 

含まれない。 

１２ ０  

１２ 

 

 

  



Ｇ１０１（３５） 

別表第３の３（第３４条の５関係） 

（１）介護福祉士資格に関する科目（人間学部 人間福祉学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

人 

間 

と 

社 

会 

社会福祉学入門 １ ２   

人間関係論 ３ ２  

社会福祉の原理と政策Ⅰ １ ２  

社会保障論Ⅰ ２ ２  

高齢者福祉論 ２ ２  

障害者福祉論 １ ２  

ソーシャルワークの基盤と専門職  １ ２  

介護教育方法論 ３ ２  

介 
 
 

護 

介護の基本Ⅰ ※ ２ ２   

介護の基本Ⅱ ※ ３ ２  

介護福祉概論 ※ １ ２  

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ ※ １ ２  

ソーシャルワークの理論と方法(専門)１※ ３ ２  

ソーシャルワークの理論と方法(専門)２※ ３ ２  

コミュニケーション技術Ⅰ(講義) ※ ２ ２  

コミュニケーション技術Ⅱ(演習) ２ １  

生活支援技術Ⅰ ２ １  

生活支援技術Ⅱ ２ １  

生活支援技術Ⅲ ２ ２  

ユニバーサルコミュニケーション ※ １ ２  

レクリエーション活動援助法Ａ ２ ２  

生活科学概論Ⅰ(栄養・調理) ※ ２ ２  

生活科学概論Ⅱ(被服・住居) ※ ４ ２  

生活科学実習Ⅰ(栄養・調理) ３ １  

生活科学実習Ⅱ(被服・住居) ４ １  

介護過程Ⅰ ２ １  

介護過程Ⅱ ２ １  

介護過程Ⅲ ３ １  

介護過程Ⅳ ３ １  

介護過程Ⅴ ４ １  

介護総合演習Ⅰ ２ １  

介護総合演習Ⅱ ２ １  

介護総合演習Ⅲ ３ １  

介護総合演習Ⅳ ３ １  

介護実習Ⅰ ２ ２  

介護実習Ⅱ ２ ３  

介護実習Ⅲ ３ ５  
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授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み 

医学概論 ２ ２   

医学知識 ２ ２   

認知症ケア概論Ⅰ １ ２   

認知症ケア概論Ⅱ ３ ２   

障害児・者ソーシャルワーク論 ２ ２   

リハビリテーション論 ３ ２   

発達心理学 ２ ２   

介護技術方法論Ⅰ ２ ２   

介護技術方法論Ⅱ ３ ２   

介護技術方法論Ⅲ ３ ２   

医
療
的 

ケ
ア 

医療的ケア論Ⅰ ３ ２   

医療的ケア論Ⅱ ４ ２  

医療的ケア演習 ４ １  

単位数計 

科目の区分「介護」「医療的ケア」に関する科目

は介護福祉士課程以外の卒業要件には含まれな

い。 

ただし、※の科目を除く。 

８９ ０ 
 

８９ 

 

 



Ｇ１０１（３７） 

別表第４（第２４条関係） 

（１）専門教育科目（社会学部 社会情報学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

学
部
共
通
科

目 

現代の社会１ １  ２ 

３科目６単位 

選択必修 

現代の社会２ ２  ２ 

現代の社会３ １  ２ 

現代の社会４ ２  ２ 

基
幹 

科
目 

社会情報学入門１ １ ２   

社会情報学入門２ １ ２  

社会情報学入門３ １ ２  

社会情報学入門４ １ ２  

社会心理･コミュニケーション入門 １ ２  

生活創造入門 １ ２  

社会デザイン入門 １ ２  

マーケティング・ブランド入門 １ ２  

社
会
情
報
学
コ
ア
方
法
論 

社会調査の基礎 １  ２ いずれか 

選択必修 社会調査法 １  ２ 

社会情報学方法演習１ １  ２ 

３科目６単位 

選択必修 

社会情報学方法演習２ ２  ２ 

社会情報学方法演習３ １  ２ 

社会情報学方法演習４ ２  ２ 

社会情報学方法演習５ １  ２ 

社会情報学方法演習６ ２  ２ 

プレゼンテーション演習 ２  ２  

メディアデザイニング ２  ２ 

ＡＩデータサイエンス１ １  ２ 

ＡＩデータサイエンス２ ２  ２ 

ＡＩデータサイエンス３ ２  ２ 

ＡＩデータサイエンス４ ３  ２ 

社会統計学 ２  ２ 

データ分析アドバンス ２  ２ 

社会調査総合実習 ３  ４ 

社
会
心
理
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
系
列 

社会認識の科学（認知心理学） １  ２  

 非言語情報とコミュニケーション １  ２ 

集団心理 ２  ２ 

メディア･ネットと社会情報 ２  ２ 

社会ネットワーク論 ２  ２ 

対人心理とコミュニケーション ２  ２ 

社会現象の心理学 ２  ２ 

つながりの心理･行動と社会問題 ３  ２ 

社会心理分析演習 ３  ２ 



Ｇ１０１（３８） 

 

生
活
創
造
系
列 

ファッションビジネス論 １  ２  

 ライフスタイルと健康 １  ２ 

空間プロデュース論 １  ２ 

衣生活調査演習 ２  ４ 

フードサイエンス演習 ２  ４ 

デザイン企画演習 ２  ４ 

食環境論 ３  ２ 

装いの心 ３  ２ 

デザイン表現論 ３  ２ 

 

社
会
デ
ザ
イ
ン
系
列 

環境と社会 １  ２  
社会生活とリスク １  ２ 

ボランティア活動入門 A ２  ２ 

ボランティア活動入門 B ２  ２ 

社会思想と倫理 ２  ２ 

消費社会のデザイン ２  ２ 

都市環境デザイン論 ２  ２ 

社会デザイン企画演習 ３  ２ 

都市環境デザイン演習 ３  ２ 

社会デザイン広報演習 ３  ２ 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン

ド
系
列 

ブランド戦略基礎 １  ２  

サービスマーケティング １  ２ 

消費者行動論 ２  ２ 

ファッションブランド・ケーススタディ ２  ２ 

小売マーケティング ２  ２ 

製品戦略演習 ２  ２ 

ブランド戦略演習 ３  ２ 

グローバルマーケティング ３  ２ 

デジタルマーケティング ３  ２ 

発
展
科
目 

コミュニケーションデザイン ３  ２  

 

 

４科目８単位 

選択必修 

生活デザインと社会 ３  ２ 

社会デザインの理論 ３  ２ 

マーケティングケース分析 ３  ２ 

ソーシャルビジネス論 ２  ２ 

アート･カルチャーとデザイン ２  ２ 

ＡＩと人間・社会 ２  ２ 

データ社会論 ３  ２ 

ポジティブ社会心理学 ３  ２ 

臨
地
研
修 

臨地研修（短期） ２ 

 

２ 

 

臨地研修（長期） ２ 

 

４ 

セ
ミ
ナ

ー
・ 

卒
業

研
究 

社会情報専門セミナーＡ ３ １   

社会情報専門セミナーＢ ３ １  
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社会情報特別セミナーＡ ４ １  

社会情報特別セミナーＢ ４ １  

卒業研究 ４ ４  

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ８４単位以上 

自由選択科目  １２単位まで 

合  計   ９６単位以上 

 

２４ １４８ 
 

１７２ 

 

 



Ｇ１０１（４０） 

別表第４（第２４条関係） 

（１）専門教育科目（社会学部 地域社会学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

学
部
共
通
科

目 

現代の社会１  １  ２  

２科目４単位 

選択必修 
現代の社会２   ２  ２ 

現代の社会３  １  ２ 

現代の社会４  ２  ２ 

基 

幹 

科 

目 

地域社会を考える １ ２   

 

 

 

フィールドスタディの方法１ １ ２  

フィールドスタディの方法２ １ ２  

フィールドスタディの方法３ １  ２ 観光・まちづくり

コースのみ履修可

（必修）   フィールドスタディの方法４ １  ２ 

地域社会学基礎演習１ １ ２   

地域社会学基礎演習２ １ ２  

形 

成 

科 
目 

共
通
形
成

科
目 

社会学 １ ２  
 
 
 
 
 
 

地域社会学応用演習Ⅰ ２ ２  

地域社会学応用演習Ⅱ ２ ２  

地
域
・
ひ
と
づ
く
り
コ
ー

ス
形
成
科
目 

カルチュラル・スタディーズ概論 １   ２ 
 
 
 

地域・ひとづくり 

コースは 3 科目 6

単位選択必修 

 

ダイバーシティ社会論 １   ２ 

日本民俗学 １   ２ 

環境倫理学 １   ２ 

社会教育論 １   ２ 

社会調査法 １   ２ 

観
光
・
ま
ち
づ
く
り 

コ
ー
ス
形
成
科
目 

観光学入門 １   ２ 
 
 
 
 
 
観光・まちづくり 
コースは 3 科目 6 単
位選択必修 

観光とソーシャルビジネス １   ２ 

日本のまちづくり １   ２ 

世界のまちづくり １   ２ 

都市デザイン論 １   ２ 

公共の哲学 １   ２ 
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授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

展 
 

開 
 

科 
 

目 

共
通
展

開
科
目 

地域社会創造演習Ⅰ ３ ２   
 

地域社会創造演習Ⅱ ３ ２   

地
域
・
ひ
と
づ
く
り
コ
ー
ス
展
開
科
目 

人文地理学概説 １   ２ 

地域・ひとづくり 

コースは 10 科目

20 単位選択必修 

地誌 ２   ２ 

都市民族誌  ３   ２ 

日本の歴史と史料 １   ２ 

江戸東京学 ２   ２ 

文化財学 ３   ２ 

移民論 １   ２ 

ラテンアメリカ地域論 ２   ２ 

多文化社会の宗教 ３   ２ 

地域政策の開発 １   ２ 

社会学説史 ２   ２ 

公共経済論 ２   ２ 

多文化社会と法 ３   ２ 

生涯学習概論 １   ２ 

博物館概論 ２   ２ 

博物館教育論 ２   ２ 

博物館経営論 ３   ２ 

観
光
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス
展
開
科
目 

観光まちづくり論 ２   ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光・まちづくり

コースは「観光ま

ちづくり論」「観

光ホスピタリティ

論」を含む 10 科

目 20 単位選択必

修 

観光ホスピタリティ論 ３   ２ 

観光地理学 ２   ２ 

観光とメディア ２   ２ 

観光と宗教 ３   ２ 

観光と国際協力 ３   ２ 

観光施設経営論 ３   ２ 

プロデュース論 ２   ２ 

地域社会とボランティア ２   ２ 

男女共同参画社会論 ２   ２ 

現代コミュニティ論 ３   ２ 

国際関係論 ２   ２ 

日本の生活と文化 ２   ２ 

ヨーロッパ政治史 ２   ２ 

イスラムの文化と歴史 ２   ２ 

アジア関係史 ２   ２ 

アジア地域論 ３   ２ 

経済地理学 ２   ２ 

平和学 ３   ２ 

観光・まちづくりケーススタディⅠ ３   ２ 

観光・まちづくりケーススタディⅡ ３   ２ 

臨地 研修 臨地研修（短期） ２   ２  



Ｇ１０１（４２） 

臨地研修（長期） ２   ４ 

セ
ミ
ナ
ー
・ 

卒
業
研
究 

地域社会特別セミナーＡ ４ １    

地域社会特別セミナーＢ ４ １   

卒業研究 ４ ４   

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ８０単位以上 

自由選択科目  １６単位まで 

合  計   ９６単位以上 

２６ １１８ 
 

１４４ 



Ｇ１０１（４３） 

別表第４（第２４条関係） 

（２）教職に関する科目（社会学部 地域社会学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

共 
 
 
 
 

通 

教職入門（中・高）※２ １ ２    

 

 

 

 

 

 

 

教育原理（中・高）※２ １ ２   

教育学概論※２ １   ２ 

教育心理学（中・高）※２ １ ２   

教育の制度と経営（中・高）※２ ２ ２   

特別支援教育論（中・高）※２ ２ ２   

教育課程論（中・高）※２ ２ ２   

中等教科教育法（社会・地歴） ３   ２ 
中、高地歴免必修 

地歴科教育法 ３   ２ 

中等教科教育法（社会・公民） ３   ２ 
中、高公民免必修 

公民科教育法 ３   ２ 

道徳教育（中学校）※２ １   ２ 中免必修 

特別活動・総合的な学習の時間の ２ ２    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理論と方法（中・高）※２       

教育方法論（小・中・高）※１ ２ ２   

ICT 活用の理論と方法（小・中・高）※１ ２ ２   

生徒指導の理論と方法（進路指導を含む）※

２ 
２ ２   

教育相談（カウンセリングを含む）※２ ２ ２   

介護等体験実習 中学・高等学校（事前事後

指導含む）※２ 
３  ２   

教育実習 中学・高等学校（事前事後指導含

む）※２ 
４   ５ 

 ※３ 

教育実習 小・中学校（事前事後指導含む）

※１ 

  

４ 

  

  

  

  

  

５ 

  

教職実践演習（中・高）※２ ４ ２    

単位数計 教職に関する科目は、卒業要件には含まれない。 

２６ ２２  

４８ 

※１ 児童教育学科、地域社会学科、英米語学科、中国語学科、日本語・日本語教育学科におい

て共通開設科目である。 

※２ 地域社会学科、英米語学科、中国語学科、日本語・日本語教育学科において共通開設科目

である。 

※３ 中・高教職免許取得者は、教育実習 中学・高等学校（事前事後指導含む）を必修、小学校

２種免取得希望者は、教育実習 中学・高等学校（事前事後指導含む）及び教育実習 小・中学校

（事前事後指導含む）を必修とする。 



Ｇ１０１（４４） 

別表第４の２（第３４条の３関係） 

（１）学芸員資格に関する科目（社会学部） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

学
芸
員
科
目 

博物館資料論 ２ ２   

博物館資料保存論 ３ ２  

博物館展示論 ２ ２  

博物館情報・メディア論 ３ ２  

博物館実習１ ３ １  

博物館実習２ ４ ２  

博物館実習３ ４ １  

単位数計 
学芸員資格に関する科目は、卒業要件には 

含まれない。 

１２ ０  

１２ 



Ｇ１０１（４５） 

別表第５（第２４条関係） 

（１） 専門教育科目（メディア学部 メディア学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

学
部
基
礎
科
目 

メディアとモラル １ ２  

必修以外に 

４単位選択必修 

メディア学基礎Ａ １ ２  

メディア学基礎Ｂ １ ２  

メディア情報概論 １ ２  

コミュニケーション概論 １  ２ 

メディア・リテラシー概論 １  ２ 

デザイン論 ２ ２  

メディア調査法 ２ ２  

メディア発達史 ２ ２  

ＩＣＴと現代社会 ２  ２ 

メディアとビジネス ２  ２ 

方
法
科
目 

メディア表現技法Ａ １ ２   

 

必修以外に 

１０単位選択必修 

 

 

 

 

 

 

 

メディア表現技法Ｂ １ ２   

クリエイティブ演習 １   ２ 

メディア取材法 ２   ２ 

映像制作入門 ２   ２ 

写真撮影技法 ２   ２ 

編集技法Ⅰ ２   ２ 

編集技法Ⅱ ２   ２ 

アンケート調査演習 ２   ２ 

メディア身体表現 ２   ２ 

アンケート分析演習 ３   ２ 

デジタル・プレゼンテーションＡ ３   ２ 

デジタル・プレゼンテーションＢ ３   ２ 

メディア文章表現 ３   ２ 

 

  



Ｇ１０１（４６） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

展
開
科
目 

メ
デ
ィ
ア
社
会
分
野 

メディア社会論Ａ ＊ １  ２ ６分野から２分野

を選択。 

各分野＊を付した

１０単位は選択必

修 

メディア社会論Ｂ ＊ ２  ２ 

メディア社会論Ｃ ２  ２ 

ジャーナリズム論Ａ ＊ １  ２ 

ジャーナリズム論Ｂ ３  ２ 

ジャーナリズム論Ｃ ３  ２ 

メディアと社会心理 ＊ ２  ２ 

出版メディア論Ａ ＊ ２  ２ 

出版メディア論Ｂ ３  ２ 

多文化共生とメディア ３  ２ 

メ
デ
ィ
ア
文
化
分
野 

広告論Ａ ＊ １  ２ 

広告論Ｂ ＊ ２  ２ 

広告論Ｃ ３  ２ 

放送論 ＊ １  ２ 

コンテンツ産業論 ＊ ２  ２ 

メディア文化論Ａ ＊ ２  ２ 

メディア文化論Ｂ ３  ２ 

広告・ＰＲ論 ２  ２ 

サブカルチャー論Ａ ３  ２ 

サブカルチャー論Ｂ ３  ２ 

ラジオ番組論 ３  ２ 

広告表現演習 ３  ２ 

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
メ
デ
ィ
ア
分
野 

イベント概論 ＊ １  ２ 

インターネット・コミュニケーション論 ＊ １  ２ 

メディアプロモーション論 ＊ ２  ２  

情報社会論 ＊ ２  ２ 

地域メディア論Ａ ＊ ２  ２ 

地域メディア論Ｂ ３  ２ 

イベントプロデュース論 ２  ２ 

イベント制作演習 ３  ２ 

コミュニケーションデザイン ３  ２ 

 

  



Ｇ１０１（４７） 

授業科目

の区分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

展
開
科
目 

メ
デ
ィ
ア
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
分
野 

アニメーション論 ＊ １  ２  

造形入門 ＊ １  ２ 

デザイン演習Ⅰ ＊ ２  ２ 

デザイン演習Ⅱ ３  ２ 

写真論 ＊ ２  ２ 

美術史 ＊ ２  ２ 

アニメーション制作演習Ⅰ ２  ２ 

アニメーション制作演習Ⅱ ２  ２ 

アニメーション制作演習Ⅲ ３  ２ 

アニメーション制作応用演習 ３  ２ 

サウンド制作演習 ３  ２ 

サウンド分析演習 ３  ２ 

メディアアート ３   ２ 

映
像
表
現
分
野 

映画論 ＊ １  ２ 

映像表現論 ＊ １  ２ 

映像制作演習Ⅰ ＊ ２  ２ 

映像制作演習Ⅱ ＊ ２  ２ 

映像制作演習Ⅲ ＊ ２  ２ 

映像制作演習Ⅳ ３  ２ 

ショートフィルム論Ａ ２  ２ 

ショートフィルム論Ｂ ３  ２ 

映像制作応用演習 ３  ２ 

映像制作技術論 ３  ２ 

映像表現技法 ３   ２ 

情
報
デ
ザ
イ
ン
分
野 

WebデザインⅠ ＊ １  ２ 

WebデザインⅡ ２  ２ 

メディア情報論 ＊ １  ２ 

インタフェース論 ＊ ２  ２ 

プログラミング基礎 ＊ ２  ２ 

情報ネットワーク論 ＊ ２  ２ 

プログラミング応用 ２  ２ 

アプリケーション開発Ⅰ ３  ２ 

アプリケーション開発Ⅱ ３  ２ 

システム構築演習 ３  ２ 

デジタル・アーカイブ論 ３  ２ 

デジタルコンテンツ開発Ⅰ ３  ２ 

デジタルコンテンツ開発Ⅱ ３  ２ 

 

 



Ｇ１０１（４８） 

授業科目

の区分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

社
会
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム 

メディア学専門セミナーＡ ３ ２    

 

 
メディア学専門セミナーＢ ３ ２   

メディア学特別セミナーＡ ４ ２   

メディア学特別セミナーＢ ４ ２   

社会調査演習Ⅰ ３   ２ 

社会調査演習Ⅱ ３   ２ 

社会連携特講Ａ ３   ２ 

社会連携特講Ｂ ３   ２ 

インターンシップ入門 ３   ２ 

インターンシップ(短期) 3･4   ２ 

インターンシップ(長期) 3･4   ４ 

卒
業

研
究 

卒業研究 ４ ４ 
  

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ８６単位以上 

自由選択科目  １０単位 

合  計    ９６単位以上 

３０ １８４ 
 

２１４ 

 

別表第５の２（第３４条の３関係） 

（１）学芸員資格に関する科目（メディア学部） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

学
芸
員
科
目 

博物館資料論 ２ ２   

博物館資料保存論 ３ ２  

博物館展示論 ２ ２  

博物館情報・メディア論 ３ ２  

博物館実習１ ３ １  

博物館実習２ ４ ２  

博物館実習３ ４ １  

単位数計 
学芸員資格に関する科目は、卒業要件には 

含まれない。 

１２ ０  

１２ 

 



Ｇ１０１（４９） 

別表第６（第２４条関係） 

（１） 専門教育科目（経営学部 経営学科） 

授業科目

の区分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

入
門
科
目 

経
営
管 

理
分
野 

経営学入門 １ ２   

 

現代企業入門 １ ２   

マ
ー
ケ
テ
ィ 

ン
グ
分
野 

マーケティング入門 １ ２  

会
計
学
分
野 

簿記会計入門 

 

１ 

 

２ 

 

 

専
門
基
礎
科
目 

経
営
管
理
分
野 

経営戦略論Ⅰ １ ２   

経営戦略論Ⅱ ２  ２ 

経営組織論Ⅰ １ ２  

経営組織論Ⅱ ２  ２ 

経営管理論Ⅰ ２ ２  

経営管理論Ⅱ ２  ２ 

マ
ー
ケ
テ
ィ 

ン
グ
分
野 

流通論入門 １ ２  

会
計
学
分
野 

簿記論 １  ２ 

財務諸表論Ⅰ ２ ２  

財務諸表論Ⅱ ２  ２ 

  



Ｇ１０１（５０） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

展
開
科
目 

経
営
管
理
分
野 

経営史 ３   ２ 経営管理分野から

２科目４単位選択

必修 

国際経営論 ３   ２ 

中小企業論 ３   ２ 

生産管理論 ３   ２ 

品質管理論 ３   ２ 

人的資源管理論 ２   ２ 

組織心理学 ３   ２ 

サービス・マネジメントⅠ ２   ２ 

サービス・マネジメントⅡ ２   ２ 

ホスピタリティ・マネジメントⅠ  ３   ２ 

ホスピタリティ・マネジメントⅡ  ３   ２ 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野 

広告論 ２   ２ マーケティング分

野から２科目４単

位選択必修 
ブランド戦略論 ２   ２ 

消費者行動論 ２   ２ 

物流論 ２   ２ 

商業経営論 ２   ２ 

ソーシャル・ マーケティング ３   ２ 

マーケティング・リサーチ ３   ２ 

会
計
学
分
野 

原価計算論Ⅰ ２   ２ 会計学分野から２

科目４単位選択必

修 
原価計算論Ⅱ ２   ２ 

管理会計論Ⅰ ３   ２ 

管理会計論Ⅱ ３   ２ 

経営分析論Ⅰ ３   ２ 

経営分析論Ⅱ ３   ２ 

国際会計論 ３   ２ 

会計学演習 ２   ２ 

租税法Ⅰ ２   ２ 

租税法Ⅱ ２   ２ 

監査論 ３   ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｇ１０１（５１） 

 

授業科目

の区分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

経
営
総
合
科
目 

マクロ経済学 １   ２  

 

 
ミクロ経済学 １   ２ 

日本経済論 ２   ２ 

国際経済論 ３   ２ 

応用経済学Ⅰ ２   ２ 

応用経済学Ⅱ ３   ２ 

民法Ⅰ １   ２ 

民法Ⅱ １   ２ 

企業法 ３   ２ 

経営工学Ⅰ ３   ２ 

経営工学Ⅱ ３   ２ 

経営情報論 ３   ２ 

コンピュータ技法Ⅰ １   ２ 

コンピュータ技法Ⅱ ２   ２ 

情報リテラシー ２   ２ 

情報システム論 ２   ２ 

インターネット・ビジネス論 ３   ２ 

労働と社会 １   ２ 

職業とキャリア ３   ２ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習 

現代マネジメントＡ １   ２  

現代マネジメントＢ ２   ２ 

現代マネジメントＣ ２   ２ 

経営学基礎演習Ａ ２   ２ 

経営学基礎演習Ｂ ２   ２ 

経営学特講Ａ ３   ２ 

経営学特講Ｂ ３   ２ 

経営学特講Ｃ ３   ２ 

経営学特講Ｄ ３   ２ 

セ
ミ
ナ
ー
・ 

卒
業
研
究 

経営学専門セミナーＡ ３ １    

経営学専門セミナーＢ ３ １   

経営学特別セミナーＡ ４ １   

経営学特別セミナーＢ ４ １   

卒業研究 ４ ４   

単位数計 

<卒業要件>  

専門教育科目 ８４単位以上 

自由選択科目 １２単位まで 

合  計    ９６単位以上 

２６ １２４  

１５０ 

 

  



Ｇ１０１（５２） 

 

別表第６の２（第３４条の３関係） 

（１）学芸員資格に関する科目（経営学部） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

学
芸
員
科
目 

博物館資料論 ２ ２   

博物館資料保存論 ３ ２  

博物館展示論 ２ ２  

博物館情報・メディア論 ３ ２  

博物館実習１ ３ １  

博物館実習２ ４ ２  

博物館実習３ ４ １  

単位数計 
学芸員資格に関する科目は、卒業要件には 

含まれない。 

１２ ０  

１２ 



Ｇ１０１（５３） 

別表第７（第２４条関係） 

（１）専門教育科目（外国語学部 英米語学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

学
部
コ
ア
・ 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

世界の諸言語 １ ２    

 言語学概論 １ ２   

音声学概説 １   ２  

２科目４単位 

選択必修 

比較文化概説 １   ２ 

危機管理論 １   ２ 

国際関係論概説 １   ２ 

学

部

共

通

科

目 

東アジアの社会と文化 １   ２  

 

 

 

３科目６単位 

選択必修 

欧米の社会と文化 １   ２ 

日本語・日本文化論 １   ２ 

ダイバーシティマネジメント １   ２ 

交渉コミュニケーション論 １   ２ 

心理言語学入門 ２   ２ 

社会言語学入門 ２   ２ 

第二言語習得論 ２   ２ 

グローバル・ビジネス入門 ２   ２ 

現代グローバル・イシュー概説 ２   ２ 

多文化関係論 ２   ２ 

分
野
別
科
目 

英
語
学
分
野 

Communicative Grammar & Writing １ ２    

英語音声学 １ ２   

英語学概論 ２ ２   

語用論 ２   ２ 

１４単位以上 

選択必修 

英文法概論 ２   ２ 

英語学演習 ３   １ 

英
米
文
学
・ 

文
化
論
分
野 

異文化コミュニケーション １   ２ 

英語文学講読 ２   ２ 

英語文学史 ２   ２ 

英米の言語と文化 ２   ２ 

比較文化論 ２   ２ 

英語文学演習 ３   １ 

英
語
教

育
学
分

野 英語教育学概論 １   ２ 

英語教育学演習 ２   １ 

English Education for Young Learners ３   ２ 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
分
野 

Business Communication １   ２ 

English for Tourism １   ２ 

ビジネス英語概論 ２   ２ 

English in the Media ２   ２ 

Global Perspectives through English ２   ２ 

Business Writing ３   ２ 

Discussion and Negotiation ３   ２ 

ビジネス英語演習 ３   １ 

 

  



Ｇ１０１（５４） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当 

年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

英
語
基
礎
力
育
成
科
目 

Core Program １Ａ（Oral Communication） 1 2    

Core Program １Ｂ（Oral Communication） 1 2   

Core Program ２Ａ（Listening） 1 2   

Core Program ２Ｂ（Listening） 1 2   

Core Program ３Ａ（Reading） 1 2   

Core Program ３Ｂ（Reading） 1 2   

Core Program ４Ａ（Writing） 1 2   

Core Program ４Ｂ（Writing） 1 2   

Oral Interpretation １   １  

２科目２単位 

以上選択必修 
Oral Presentation １   １ 

Proficiency Tests Preparation １   １ 

English Data Processing １   １ 

留
学 

準
備 

科
目 

 

Power English 1 

 

 

２ 

  

２ 

 

留
学

科
目 

Power English 2 ２   １４  

Action English ２   ６ 

高
度
英
語
力
育
成
科
目 

Core Program ５(Discussion and Debate) ３ ２   

 

Core Program ６ (Advanced Listening 

Skills) 
２ ２   

Core Program ７（Presentation Skills） ２ ２   

Core Program ８（Academic Reading and 

Writing） 
３ ２   

Advanced English Reading ２   ２ 

Topic Studies １ ３   １ 

４科目４単位 

以上選択必修 

Topic Studies ２ ２   １ 

Topic Studies ３ ３   １ 

Topic Studies ４ ２   １ 

Topic Studies ５ ３   １ 

Topic Studies ６ ２   １ 

Topic Studies ７ ３   １ 

Topic Studies ８ ２   １ 

Topic Studies ９ ３   １ 

Topic Studies １０ ２   １ 

Topic Studies １１ ３   １ 

Topic Studies １２ ２   １ 

臨
地 

研
修 

臨地研修 １ ２   ２  

臨地研修 ２ ２   ４ 

セ
ミ
ナ
ー
・ 

卒
業
研
究 

英米語専門セミナーＡ ３ １    

英米語専門セミナーＢ ３ １   

英米語特別セミナーＡ ４ １   

英米語特別セミナーＢ ４ １   

卒業研究 ４ ４   

単位数計 ＜卒業要件＞ ４２ １１２ 
 



Ｇ１０１（５５） 

専門教育科目  ９０単位以上 

自由選択科目  １２単位まで 

合  計  １０２単位以上 

１５４ 



Ｇ１０１（５６） 

別表第７（第２４条関係） 

（１）専門教育科目（外国語学部 中国語学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

学
部
コ
ア
・ 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

世界の諸言語 １   ２  

 

６単位 

選択必修 

 

言語学概論 １   ２ 

音声学概説 １   ２ 

比較文化概説 １   ２ 

危機管理論 １   ２ 

国際関係論概説 １   ２ 

学

部

共

通

科

目 

東アジアの社会と文化 １   ２  

 

 

 

 

１０単位 

選択必修 

欧米の社会と文化 １   ２ 

日本語・日本文化論 １   ２ 

ダイバーシティマネジメント １   ２ 

交渉コミュニケーション論 １   ２ 

心理言語学入門 ２   ２ 

社会言語学入門 ２   ２ 

第二言語習得論 ２   ２ 

グローバル・ビジネス入門 ２   ２ 

現代グローバル・イシュー概説 ２   ２ 

多文化関係論 ２   ２ 

中
国
語
基
礎
力
育
成
科
目 

中国語１Ａ（作文） １ ２    

中国語１Ｂ（作文） １ ２   

中国語２Ａ（読解） １ ２   

中国語２Ｂ（読解） １ ２   

中国語３Ａ（会話） １ ２   

中国語３Ｂ（会話） １ ２   

中
国
語
基
礎
力
強
化
科
目 

中国語４Ａ（作文） ２ ２    

中国語４Ｂ（作文） ２ ２   

中国語５Ａ（読解） ２ ２   

中国語５Ｂ（読解） ２ ２   

中国語６Ａ（会話） ２ ２   

中国語６Ｂ（会話） ２ ２   

  



Ｇ１０１（５７） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

分
野
別
科
目 

中
国
語 

学
分
野 

中国語学概論Ａ ２  ２  

 

 

 

 

１８単位選択必修 

（８単位を上限に

留学科目による振

替も可） 

中国語学概論Ｂ ２  ２ 

中
国
文

学
分
野 

中国現代文学 ２   ２ 

中国古典文学 ２   ２ 

中
国
事
情
分
野 

中国の文化 ２   ２ 

中国の歴史 ２   ２ 

中国の思想 ２   ２ 

中国の政治 ２   ２ 

中国の社会 ２   ２ 

中国の経済 ２   ２ 

日中経営管理論 ２   ２ 

日中企業比較論 ２   ２ 

留
学
準
備

科
目 

現代中国入門Ａ １ ２    

現代中国入門Ｂ １ ２   

中国近現代史 １ ２   

留
学
科
目 

中国留学１ ２   ４  

 

 

 

４単位選択必修 

中国留学２ ２   ４ 

中国留学３ ２   ４ 

中国留学４ ２   ４ 

中国留学５ ２   ４ 

中国留学６ ２   ４ 

中国留学７ ２   ４ 

中国留学８ ２   ４ 

高
度
中
国
語
力
育
成
科
目 

時事中国語Ａ ３   １  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４単位 

選択必修 

時事中国語Ｂ ３   １ 

ビジネス中国語Ａ ３   １ 

ビジネス中国語Ｂ ３   １ 

日中翻訳Ａ ３   １ 

日中翻訳Ｂ ３   １ 

中日翻訳Ａ ３   １ 

中日翻訳Ｂ ３   １ 

中国語プレゼンテーション演習Ａ ３   １ 

中国語プレゼンテーション演習Ｂ ３   １ 

資
格
支
援
科
目 

検定中国語１Ａ １   １ 

検定中国語１Ｂ １   １ 

検定中国語２Ａ ２   １ 

検定中国語２Ｂ ２   １ 

検定中国語３Ａ ２   １ 

検定中国語３Ｂ ２   １ 

通訳ガイド中国語Ａ ３   １ 



Ｇ１０１（５８） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

通訳ガイド中国語Ｂ ３   １ 

隣地研修 

臨地研修１ １   ２  

臨地研修２ １   ２ 

セ
ミ
ナ
ー
・ 

卒
業
研
究 

中国語専門セミナーＡ ３ １    

中国語専門セミナーＢ ３ １   

中国語特別セミナーＡ ４ １   

中国語特別セミナーＢ ４ １   

卒業研究 ４ ４   

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ９０単位以上 

自由選択科目  １２単位まで 

合  計  １０２単位以上  

３８ １１２ 
 

１５０ 



Ｇ１０１（５９） 

別表第７（第２４条関係） 

（１）専門教育科目（外国語学部 韓国語学科） 

 

 

 

 

 

 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

学
部
コ
ア
・ 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

世界の諸言語 １   ２  

 

 

 

 

 

 

６科目１２単位 

以上選択必修 

言語学概論 １   ２ 

音声学概説 １   ２ 

比較文化概説 １   ２ 

危機管理論 １   ２ 

国際関係論概説 １   ２ 

学

部

共

通

科

目 

東アジアの社会と文化 １   ２ 

欧米の社会と文化 １   ２ 

日本語・日本文化論 １   ２ 

ダイバーシティマネジメント １   ２ 

交渉コミュニケーション論 １   ２ 

心理言語学入門 ２   ２ 

社会言語学入門 ２   ２ 

第二言語習得論 ２   ２ 

グローバル・ビジネス入門 ２   ２ 

現代グローバル・イシュー概説 ２   ２ 

多文化関係論 ２   ２ 

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

韓国語基礎会話 １ ２    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

韓国語応用会話 １ ２   

韓国語基礎文法 １ ２   

韓国語応用文法 １ ２   

韓国語基礎聴解 １ ２   

韓国語応用聴解 １ ２   

韓国語基礎作文 １ １   

韓国語応用作文 １ １   

検定韓国語演習 １   １  

 １１単位以上 

選択必修 

（韓国留学８～ 

１２を算入可能） 

韓国現代文学 １   ２ 

韓国現代文化 １   ２ 

韓国近代思想 １   ２ 

韓国伝統思想 １   ２ 

韓国現代社会 １   ２ 

韓
国 

事
情 

韓国事情Ａ(総合)  １ ２    

韓国事情Ｂ(総合) １ ２   



Ｇ１０１（６０） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

留 

学 

科 

目 

韓国留学１ ２   ４  

 

 

 

韓国留学２ ２   ４ 

韓国留学３ ２   ４ 

韓国留学４ ２   ４ 

韓国留学５ ２   ４ 

韓国留学６ ２   ４ 

韓国留学７ ２   ４ 

韓国留学８ ２   ４ 

韓国留学９ ２   ４ 

韓国留学１０ ２   ４ 

韓国留学１１ ２   ４ 

韓国留学１２ ２   ４ 

専 

門 

深 

化 
科 
目 

韓日通訳演習 ３   １  

 

 

 

 

 

 

２３単位以上 

選択必修 

（韓国留学１～７

を算入可能） 

 

日韓通訳演習 ３   １ 

韓日翻訳演習 ３   １ 

日韓翻訳演習 ３   １ 

韓国語表現演習 ３   １ 

韓国語文法演習 ３   １ 

ビジネス韓国語演習 ３   １ 

情報リテラシー韓国語演習 ３   １ 

韓国漢字漢語演習 ３   １ 

韓国漢文演習 ３   １ 

TOPIK分析 ３   １ 

韓国語学概論Ａ ３   ２ 

韓国語学概論Ｂ ３   ２ 

韓国古典文学 ３   ２ 

韓国伝統文化 ３   ２ 

韓国史Ａ ３   ２ 

韓国史Ｂ ３   ２ 

教
育
科
目 

韓国語科教育法１ ２   ２  

韓国語科教育法２ ２   ２ 

韓国語科教育法３ ２   ２ 

韓国語科教育法４ ２   ２ 

韓国語教育史 ３   ２ 

韓国語教育実習 ４   １ 

  



Ｇ１０１（６１） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

臨 

地 

研 

修 

臨地研修１ １   ４  

 

４単位以上 

選択必修 

臨地研修２ １   ２ 

臨地研修３ ２   ４ 

臨地研修４ ２   ２ 

臨地研修５ ３   １６ 

臨地研修６ ３   １６ 

セ
ミ
ナ
ー
・ 

卒
業
研
究 

韓国語専門セミナーＡ ３ １    

韓国語専門セミナーＢ ３ １   

韓国語特別セミナーＡ ４ １   

韓国語特別セミナーＢ ４ １   

卒業研究 ４ ４   

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ９０単位以上 

自由選択科目  １２単位まで 

合  計  １０２単位以上 

２６ １７１ 
 

１９７ 

 

 



Ｇ１０１（６２） 

別表第７（第２４条関係） 

（１）専門教育科目（外国語学部 日本語・日本語教育学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

学
部
コ
ア
・ 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

世界の諸言語 １   ２  

 

 

 

 

 

１０科目２０単位 

選択必修 

言語学概論 １   ２ 

音声学概説 １   ２ 

比較文化概説 １   ２ 

危機管理論 １   ２ 

国際関係論概説 １   ２ 

学

部

共

通

科

目 

東アジアの社会と文化 １   ２ 

欧米の社会と文化 １   ２ 

日本語・日本文化論 １   ２ 

ダイバーシティマネジメント １   ２ 

交渉コミュニケーション論 １   ２ 

心理言語学入門 ２   ２ 

社会言語学入門 ２   ２ 

第二言語習得論 ２   ２ 

グローバル・ビジネス入門 ２   ２ 

現代グローバル・イシュー概説 ２   ２ 

多文化関係論 ２   ２ 

分

野

別

科

目 

日
本
語 

日本語学概論Ａ（文法） １ ２    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３科目２６単位 

選択必修 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語学概論Ｂ(音韻・語彙) １ ２   

日本語学概論Ｃ(語用論) ２   ２ 

言語と心理（習得と喪失） ３ ２   

日本語史１ ２ ２   

日本語史２ ２   ２ 

国
際
社
会
と
日
本 

国際理解教育 １ ２   

在日外国人教育 ３ ２   

地球時代の言語表現 ２   ２ 

日本外交史 ３   ２ 

地
域
の
言
語
と 

社
会 

日系人論 １ ２   

アジアの中の日本 １   ２ 

外国教育概論 １   ２ 

ブラジルの言語と文化 ２   ２ 

日
本
文
学 

日本文学 (上代) １   ２ 

日本文学 (中古) １   ２ 

日本文学 (中世) ２   ２ 

日本文学 (近世) ２   ２ 

日本文学概論 １   ２ 

日本文学史 ２   ２ 

分

野

別

科

目 

日
本
の
文

化
と
社
会 

日本の民俗と文化 ２ ２    

 現代日本の文化と社会 １（日本文化） ３   ２ 



Ｇ１０１（６３） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

現代日本の文化と社会 ２（日本社会） ３   ２  

 

 

 

 

 

１３科目２６単位 

選択必修 

 

 

 

 

 

 

 

書道 ２   ２ 

多
文
化
共
生 

異文化接触論 ３ ２   

世界の中の日本語・日本文化 ２   ２ 

対人コミュニケーション演習 ２   ２ 

パフォーマンスアート演習 ２   ２ 

日
本
語
教
育 

日本語学習支援論 １ ２   

日本語教育概論 １ ２   

年少者日本語教育 １ ２   

日本語教授法 ２   ２ 

日本語教育史 ２   ２ 

日本語教育特講 1（評価） ３   ２ 

日本語教育特講 ２（第二言語習得） ３   ２ 

日本語教育実習 ３   ３ 

臨
地
研
修 

臨地研修１（国内短期） ２   ２ 合計６単位まで履

修可 臨地研修２（国外短期） ２   ２ 

臨地研修３（国内長期） ２   ４ 

臨地研修４（国外長期） ２   ４ 

セ
ミ
ナ
ー
・ 

卒
業
研
究 

日本語・日本語教育専門セミナーＡ ３ １    

日本語・日本語教育専門セミナーＢ ３ １   

日本語・日本語教育特別セミナーＡ ４ １   

日本語・日本語教育特別セミナーＢ ４ １   

卒業研究 ４ ４   

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ８４単位以上 

自由選択科目  １２単位まで 

合  計   ９６単位以上 

３２ ９５ 
 

１２７ 



Ｇ１０１（６４） 

別表第７（第２４条関係） 

（２）教職に関する科目（外国語学部 英米語学科 中国語学科 日本語・日本語教育学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

共 
 

 

通 

教職入門（中・高）※３ １ ２    

 

 

 

 

 

 
 

教育原理（中・高）※３ １ ２   

教育学概論※３ １   ２ 

教育心理学（中・高）※３ １ ２   

教育の制度と経営（中・高）※３ ２ ２   

特別支援教育論（中・高）※３ ２ ２   

教育課程論（中・高）※３ ２ ２   

英語科教育法１ ３   ２ 

中･高英免必修 
英語科教育法２ ３   ２ 

英語科教育法３ ３   ２ 

英語科教育法４ ３   ２ 

初等・中等教科教育法（外国語（英語））※２ ３  ２  

中国語科教育法１ ３   ２ 

中・高中国免必修 
中国語科教育法２ ３   ２ 

中国語科教育法３ ３   ２ 

中国語科教育法４ ３   ２ 

国語科教育法１ ３   ２ 

中・高国免必修 
国語科教育法２ ３   ２ 

国語科教育法３ ３   ２ 

国語科教育法４ ３   ２ 

道徳教育（中学校）※３ １   ２ 中免必修 

特別活動・総合的な学習の ２ ２    
 

 

 

 

 

 

 

 

時間の理論と方法（中・高）※３       

教育方法論（小・中・高）※１ ２ ２   

ICT 活用の理論と方法（小・中・高）※１ ２ ２   

生徒指導の理論と方法（進路指導を含む）※

３ 
２ ２   

教育相談（カウンセリングを含む）※３ ２ ２   

介護等体験実習 中学・高等学校（事前事後

指導含む）※３ 
３ ２   

教育実習 中学・高等学校（事前事後指導含

む）※３ 
４   ５ 

※４ 

教育実習 小・中学校（事前事後指導含む）

※１ 
４   ５ 

教職実践演習（中・高）※３ ４ ２    

単位数計 教職に関する科目は、卒業要件には含まれない。 ２６ ４０ 
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６６ 

※１ 児童教育学科、地域社会学科、英米語学科、中国語学科、日本語・日本語教育学科において

共通開設科目である。 

※２ 児童教育学科、英米語学科において共通開設科目である。 

※３ 地域社会学科、英米語学科、中国語学科、日本語・日本語教育学科において共通開設科目で

ある。 

※４ 中・高教職免許取得者は、教育実習 中学・高等学校（事前事後指導含む）を必修、小学校

２種免取得希望者は、教育実習 中学・高等学校（事前事後指導含む）及び教育実習 小・中学校

（事前事後指導含む）を必修とする。 



Ｇ１０１（６６） 

別表第７の２（第３４条の３関係） 

（１）学芸員資格に関する科目（外国語学部） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

学
芸
員
科
目 

博物館資料論 ２ ２   

博物館資料保存論 ３ ２  

博物館展示論 ２ ２  

博物館情報・メディア論 ３ ２  

博物館実習１ ３ １  

博物館実習２ ４ ２  

博物館実習３ ４ １  

単位数計 
学芸員資格に関する科目は、卒業要件には 

含まれない。 

１２ ０  

１２ 
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別表第８（第２４条関係） 

 

（１）専門教育科目（保健医療学部 理学療法学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

専 

門 

基 

礎 
科 
目 

医療と福祉 １ ２    

人間発達学 １ ２   

解剖学 １ ２   

解剖学実習 １ ２   

生理学 １ ２   

生理学実習 １ ２   

運動学Ⅰ １ １   

運動学Ⅱ ２ １   

運動学実習 ２ １   

リハビリテーション概論 １ ２   

病理学 ２ １   

整形外科学 ２ ２   

臨床医学総論 ２ １   

内科学 ２ １   

神経内科学 ２ ２   

小児科学 ２ １   

精神医学 ２ ２   

リハビリテーション医学 ３ １   

老年医学 ２ １   

臨床心理学 ２ ２   

高齢者・障害者の心理 １   ２ 

高齢者・障害者福祉論 １   ２ 

薬理学 ２   １ 

微生物学 ２   １ 

栄養学 ２   １ 

スポーツ障害学 2・3   １ 

救急医学 ２   １ 

衛生・公衆衛生学 ２   １ 

安全管理論 ３   １ 

関連法規 ３   １ 

言語聴覚療法学 ２   １ 

介護福祉論 １   １ 
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授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

理 

学 

療 

法 

専 

門 
科 
目 

理学療法概論 １ ２   

必修５９単位を含

む６４単位以上修

得 

理学療法演習Ⅰ（基礎文献講読） １ ２   

理学療法演習Ⅱ（臨床文献講読） ２   ２ 

基礎理学療法学演習 ３ ２   

運動生理学 ２ １   

臨床運動学 ３   ２ 

理学療法管理学 ３ ２   

理学療法評価学Ⅰ ２ ２   

理学療法評価学Ⅱ ２ ２   

理学療法評価学Ⅲ ２ ２   

物理療法学 ２ １   

物理療法学実習 ２ １   

運動療法学 ２ １   

運動療法学実習 ２ １   

義肢装具学 ３ １   

義肢装具学演習 ３ １   

運動器系疾患理学療法学 ３ ２   

運動器系疾患理学療法学演習 ３ １   

内科系疾患理学療法学 ３ ２   

内科系疾患理学療法学演習 ３ １   

神経系疾患理学療法学 ３ ２   

神経系疾患理学療法学演習 ３ １   

小児疾患理学療法学 ３ １   

小児疾患理学療法学演習 ３   １ 

日常生活活動学 ３ １   

日常生活活動学実習 ３   １ 

福祉機器論 ３   １ 

高齢者理学療法学 ３ １   

地域理学療法学 ３ ２   

地域理学療法学演習 ３ １   

理学療法技術特講 ３   ２ 

臨床理学療法学実習 ３ １   

理学療法研究法 ３   １ 

見学実習 ２ １   

評価実習 ３ ４   

総合臨床実習Ⅰ ４ ７   

総合臨床実習Ⅱ ４ ７   

地域リハビリテーション実習 ４ １   

チーム医療演習 ３   １ 

総合理学療法セミナー ４ ２   

卒業研究 ４   ４ 

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ９５単位以上 

自由選択科目   ５単位まで 

合  計  １００単位以上 

９０ ２９ 
 

１１９ 



Ｇ１０１（６９） 

 

別表第８（第２４条関係） 

（１）専門教育科目（保健医療学部 作業療法学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

専 

門 

基 

礎 

科 
目 

医療と福祉 １ ２    

人間発達学 １ ２   

解剖学 １ ２   

解剖学実習 １ ２   

生理学 １ ２   

生理学実習 １ ２   

運動学Ⅰ １ １   

運動学Ⅱ ２ １   

運動学実習 ２ １   

リハビリテーション概論 １ ２   

病理学 ２ １   

整形外科学 ２ ２   

臨床医学総論 ２ １   

内科学 ２ １   

神経内科学 ２ ２   

小児科学 ２ １   

精神医学 ２ ２   

リハビリテーション医学 ３ １   

老年医学 ２ １   

臨床心理学 ２ ２   

高齢者・障害者の心理 １   ２ 

高齢者・障害者福祉論 １   ２ 

薬理学 ２   １ 

微生物学 ２   １ 

栄養学 ２   １ 

スポーツ障害学 2･3   １ 

救急医学 ２   １ 

衛生・公衆衛生学 ２   １ 

安全管理論 ３   １ 

関連法規 ３   １ 

言語聴覚療法学 ２   １ 

介護福祉論 １   １ 
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授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

作 

業 

療 

法 

専 

門 
科 

目 

作業療法学概論 １ ２   

必修６０単位を含

む６３単位以上修

得 

作業療法演習Ⅰ（論文講読） １   １ 
作業療法演習Ⅱ（研究法） ３   １ 
基礎作業学 １ ２   
基礎作業学演習Ⅰ（陶芸・木工） １   １ 
基礎作業学演習Ⅱ（手工芸・織物） ２   １ 
基礎作業学演習Ⅲ（余暇活動・リクリエーシ
ョン） 

２   １ 

日常生活適応学 ２ ２   
日常生活適応学演習 ３ １   
義肢装具学 ３   ２ 
義肢装具学演習 ３   １ 
共通基礎評価学 ３ ２   
身体機能作業療法評価学 ２ ２   
身体機能作業療法評価学演習 ２ １   
身体機能作業療法治療学 ３ ２   
身体機能作業療法治療学演習 ３ １   
高次神経機能作業療法学 ３   ２ 
精神機能作業療法評価学 ２ ２   
精神機能作業療法評価学演習 ２ １   
精神機能作業療法治療学 ３ ２   
精神機能作業療法治療学演習 ３ １   
小児期作業療法学 ２ ２   
小児期作業療法学演習 ３ １   
高齢期作業療法学 ３ ２   
高齢期作業療法学演習 ３ １   
地域作業療法学 ３ ２   
地域作業療法学演習 ３   １ 
福祉機器論 ３   ２ 
作業療法特講 ３   ２ 
職業関連活動 ３   １ 
リスク管理学 ３ １   
作業療法管理学 ３ ２   
障害者スポーツ論 ３   １ 
作業分析学 ３   １ 
臨床実習特論Ⅰ １ １   
レベル１臨床実習 １ １   
臨床実習特論Ⅱ ２ １   
レベル２臨床実習 ２ ４   
臨床実習特論Ⅲ ３ １   
レベル３臨床実習Ⅰ（身体・他領域） 3･4 ８   
レベル３臨床実習Ⅱ（精神・他領域） 3･4 ８   
レベル３臨床実習Ⅲ（地域領域） ４ ２   
チーム医療演習 ３   １ 
総合作業療法セミナー ４ ２   
卒業研究 ４   ４ 

単位数計 
＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ９４単位以上 
９１ ３７ 
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自由選択科目   ６単位まで 

合  計  １００単位以上 １２８ 

 



Ｇ１０１（７２） 

別表第８（第２４条関係） 

（１）専門教育科目（保健医療学部 言語聴覚学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

医療と福祉 １   ２  

人間発達学 １   ２ 

リハビリテーション概論 １ ２   

病理学 １ １   

整形外科学 ２   ２ 

臨床医学総論 １ １   

内科学 ２ １   

神経内科学 ２ ２   

小児科学 １ １   

精神医学 ２ ２   

リハビリテーション医学 ２ １   

老年医学 ２   １ 

臨床心理学 ２ ２   

高齢者・障害者の心理 １   ２ 

高齢者・障害者福祉論 １   ２ 

薬理学 ２   １ 

微生物学 ２   １ 

栄養学 ２   １ 

救急医学 ２   １ 

衛生・公衆衛生学 ２   １ 

職場倫理・職場管理学 ３   １ 

安全管理論 ３   １ 

関連法規 ３   １ 

介護福祉論 １   １ 

言

語

聴

覚

専

門

科

目 

言語聴覚療法基礎演習 １ １    

音声学 １ ２   

言語学 ２ ２   

音響学 ２ ２   

言語発達学 １ １   

生理・解剖学 １ ２   

耳鼻咽喉科学 ２ ２   

形成外科学 ２ １   

臨床歯科医学 ２ １   

音声・言語・聴覚医学（神経） ２ １   

音声・言語・聴覚医学（聴覚） １ １   
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授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

言 

語 

聴 

覚 

専 
門 

科 

目 

音声・言語・聴覚医学（発声発語） １ １    

言語心理学 ２ ２   

認知・学習心理学 １ ２   

心理測定法 １ １   

社会福祉・教育 ３ ２   

高次脳機能言語聴覚療法学 ２ １   

失語症学Ⅰ ３ １   

失語症学Ⅱ ３ １   

高次脳機能言語聴覚療法学演習 ２ １   

失語症学演習Ⅰ ３ １   

失語症学演習Ⅱ ３ ２   

発達期言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの問題と介入 理論Ⅰ １ １   

発達期言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの問題と介入 理論Ⅱ ２ １   

発達期言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの問題と介入 理論Ⅲ ２ １   

発達期言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの問題と介入 演習Ⅰ ２ １   

発達期言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの問題と介入 演習Ⅱ ２ １   

発達期言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの問題と介入 演習Ⅲ ３ ２   

発声発語リハビリテーション学Ⅰ ２ １   

発声発語リハビリテーション学Ⅱ ３ １   

発声発語リハビリテーション学Ⅲ ３ ２   

発声発語リハビリテーション演習Ⅰ ２ １   

発声発語リハビリテーション演習Ⅱ ３ １   

発声発語リハビリテーション演習Ⅲ ３ １   

摂食嚥下機能言語聴覚療法学 ３ １   

摂食嚥下機能言語聴覚療法学演習 ３ １   

聴覚リハビリテーション学Ⅰ １ １   

聴覚リハビリテーション学Ⅱ ２ ２   

聴覚リハビリテーション学Ⅲ ３ １   

聴覚リハビリテーション演習Ⅰ １ ２   

聴覚リハビリテーション演習Ⅱ ２ １   

聴覚リハビリテーション演習Ⅲ ３ １   

地域言語聴覚療法学 ３   ２ 

チーム医療演習 ３   １ 

総合言語聴覚療法学セミナー ４ ４   

臨床実習特講Ⅰ ２ １   

臨床実習特講Ⅱ ２ １   

臨床実習特講Ⅲ ３ ２   

臨床実習特講Ⅳ ３ ２   

基礎実習 ２ １   

臨床実習Ⅰ ４ ６   

臨床実習Ⅱ ４ ６   

論文講読法 ２ １   



Ｇ１０１（７４） 

卒業研究 ４   ４ 

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ９２単位以上 

自由選択科目   ６単位まで 

合  計   ９８単位以上 

９２ ２７  

１１９ 

 



Ｇ１０１（７５） 

別表第９（第２４条関係） 

（１）専門教育科目（看護学部 看護学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

人 

間 

理 

解 

領 

域 

解剖学 １ ２   科目の後に ※を

付した１２科目２

１単位は「保健師課

程」必修 

生理学 １ ２   

病理学 １ ２   

微生物学 １ １   

栄養学 １ １   

薬理学 １ １   

医療概論 １ １   

健康障害論Ⅰ（生命維持関連） ２ ２   

健康障害論Ⅱ（慢性・精神関連） ２ ２   

健康障害論Ⅲ（成長・発達関連） ２ ２   

高齢者・障害者の心理 １   １ 

臨床心理学 １   １ 

外見とケアの心理学 ２   １ 

社
会
連
携
領
域 

公衆衛生学 １ １   

 

看護倫理 ２ １   

看護に関係する法規 ２ １   

社会福祉学 ２ １   

保健統計学 ２ ２   

医療福祉論 ※ １   ２ 

保健医療福祉行政論Ⅰ（健康と生活を守る法

と制度） ※ 
２ 

  
２ 

保健医療福祉行政論Ⅱ（地域ケアシステム）

※ 
４ 

  
１ 

疫学 ※ ３   ２ 

看
護
の
基
礎
領
域 

看護学概論 １ ２  

 

基礎看護学方法論Ⅰ（アセスメント技術） １ ２  

基礎看護学方法論Ⅱ（日常生活援助技術） １ ２  

基礎看護学方法論Ⅲ（診療に伴う援助技術） １ ２  

基礎看護学方法論Ⅳ（技術の統合） １ １  

基礎看護学方法論Ⅴ（看護過程） ２ ２  

看 

護 

の 

実 

践 

領 

域 

地域・在宅看護学概論 １ １    

地域・在宅看護学方法論 ２ ２   

地域・在宅看護学方法演習 ２ １   

公衆衛生看護学概論 １ ２   

公衆衛生看護学活動論Ⅰ（公衆衛生看護技

術） 
２ ２   

公衆衛生看護学活動論Ⅱ（産業・学校保健活

動）※ 
２   ２ 

公衆衛生看護学活動論Ⅲ（対象別公衆衛生看

護活動） ※ 
３   ２ 

公衆衛生看護学活動展開論Ⅰ（地域診断）※ ４   １ 



Ｇ１０１（７６） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

公衆衛生看護学活動展開論Ⅱ（実践方法）※ ４  １ 

公衆衛生看護管理論 ※ ４  ２ 

成人看護学概論 １ １  

成人看護学方法論Ⅰ（急性期ケア・回復期ケ

ア） 
２ ２  

成人看護学方法論Ⅱ（慢性期ケア・終末期ケ

ア） 
２ ２  

成人看護学方法演習 ３ １  

老年看護学概論 １ １  

老年看護学方法論 ２ ２  

老年看護学方法演習 ２ １  

小児看護学概論 ２ １  

小児看護学方法論 ２ ２  

小児看護学方法演習 ３ １  

母性看護学概論 ２ １  

母性看護学方法論 ２ ２  

母性看護学方法演習 ３ １  

精神看護学概論 ２ １  

精神看護学方法論 ２ ２  

精神看護学方法演習 ３ １  

看
護
の
統
合
領
域 

家族看護論 ２ １   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護研究 ３ １  

看護マネジメント論 ３ １  

チームケア論 ３ １  

卒業研究 ４ ２  

統合看護演習 ４ １  

総合看護学セミナー ４ １  

災害看護※ ３  １ 

がん看護学 ４  １ 

国際看護 ４  １ 

臨
地
実
習 

看
護
の
基
礎 

基礎看護学実習Ⅰ（ｱｾｽﾒﾝﾄ・日常生活援助） １ １  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 この２科目は

基礎看護学実習Ⅱ（看護過程） ２ ２  

看
護
の
実
践 

地域・在宅看護学実習Ⅰ（コミュニティケ

ア） 
２ １  

地域・在宅看護学実習Ⅱ（在宅ケア） ３ ２  

成人看護学実習Ⅰ（急性期ケア・回復期ケ

ア） 
３ ３  

成人看護学実習Ⅱ（慢性期ケア・終末期ケ

ア） 
３ ２  

老年看護学実習Ⅰ（健康回復支援） ３ ２   



Ｇ１０１（７７） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

老年看護学実習Ⅱ（療養・生活支援） ３ ２   「保健師課程」選択

者のみ履修可（必

修） 

小児看護学実習 ３ ２   

母性看護学実習 ３ ２   

精神看護学実習 ３ ２   

公衆衛生看護学実習Ⅰ（産業・学校保健活

動）※注 
３ 

 
１ 

公衆衛生看護学実習Ⅱ（地域保健活動）※注 ４  ４ 

統
合 

統合看護実習 ４ ２  

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目  ９４単位以上 

自由選択科目   ４単位まで 

合  計   ９８単位以上 

９４ ２６ 
保健師課程選択者は専門

科目(必修)を１１５単位

修得すること 
１２０ 

 

 



Ｇ１０１（７８） 

別表第１０（第３８条関係） 

項    目   金   額（円） 

検 定 料 ３５,０００ 

入 学 金 ２５０,０００ 

授 

業 

料
（
年
額
） 

心理学部 １～４年次生     ８１６，０００ 

人
間
学
部 

人間福祉学科 １～４年次生     ８１６，０００ 

子ども学科 １～４年次生     ８２８，０００ 

児童教育学科 １～４年次生     ８２８，０００ 

経営学部 １～４年次生     ７９８，０００ 

外国語学部 １～４年次生     ８２８，０００ 

社
会
学
部 

社会情報学科 １～４年次生     ８０５，８００ 

地域社会学科 １～４年次生     ７９５，６００ 

メディア学部 １～４年次生     ８６４，０００ 

保健医療学部 １～４年次生   １，０２０，０００ 

看護学部 １～４年次生   １，２４８，０００ 

施
設
設
備
費
（
年
額
） 

心理学部、人間学部、社会学部、メ

ディア学部、経営学部、外国語学部 
１～４年次生     ２８０，０００ 

保

健

医

療

学

部 

理学療法学科 
１年次生       ３９０，０００ 

２～４年次生     ４４０，０００ 

作業療法学科 
１年次生       ３９０，０００ 

２～４年次生     ４４０，０００ 

言語聴覚学科 
１年次生       ３９０，０００ 

２～４年次生     ４４０，０００ 

看護学部 
１年次生       ３００，０００ 

２～４年次生     ３４０，０００ 

実 験 

実習費 

(年額) 

保健医療学部、看護学部 １１０，０００ 

休学在籍料（年額） １２０，０００ 

注）１ 大学入学共通テスト利用選抜の検定料は「13,000円」とする。 

２ 総合型選抜の検定料については、エントリー時に「10,000円」及び出願時に「25,000円」

を分割徴収する。 

３ 外国人留学生特別選抜の検定料は、別途定める。 

４ 入学検定料優遇制度について、別途定める。 

５ 目白研心高等学校の校長推薦による本学入学に係る検定料は「15,000円」とする。 

６ 目白大学短期大学部の学長推薦による本学編入学に係る検定料は「15,000円」とする。 

７ 編入学生に係る入学金は「250,000 円」とし、また施設設備費は、編入学生が在籍する年

次と同年次に、１年次から継続在籍する学生に適用される額と同額とする。ただし、目白大

学短期大学部を卒業した者が編入学する場合の入学金は、「125,000 円」とする。 

８ 過去に目白大学又は目白大学短期大学部に入学金を払い入学した者が入学する際の入学

金は「125,000円」とする。 



Ｇ１０１（７９） 

９ 目白研心高等学校卒業生が入学する際の入学金は「125,000円」とする。 

 


